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駒ヶ根病院の小木曽さんが講演

「
ヤ
ン
グ
パ
パ
に
聞
い

て
欲
し
い
・
父
親
の
役
割
」

を

テ
ー
マ
に
西
春
近
公
民

館

で
十
日
、
か
る
が
も
学

級
公
開
講
座
が
開
か
れ
、

若
い
お
父
さ
ん
、
お
母
さ

ん
等
二
十
人
が
受
講
し
た
。

講
師
は
駒

ケ
根
病
院
心

理
判
定
員
の
小
木
曾
計
男

さ
ん
。

小
木
曾
さ
ん
は
駒
ケ
根

病
院
を
受
診
す
る
患
者
さ

ん
の
傾
向
か
ら
話
し
始
め
、

「今
は
人
と
人
と
の
関
係

を
う
ま
く
作
る
こ
と
が
難

し
い
時
代
に
な

っ
た
。
そ

う
し
た
時
代

の
中

で
子
育

て
に
は
父
親
参
加
が
言
わ

れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
子

ど
も

っ
て
、
何
だ

ろ
う
。

ど
う
付
き
あ

っ
た
ら
よ
い

の
か
」
と
話
し
、

「小
産

時
代
で
子
供
同
志
が
刺
激

し
合
う
こ
と
が
少
な
く
な

っ

た
。
幼
児
期
に
た
く
さ
ん

の
人
と
ふ
れ
あ
い
、
刺
激

や
経
験
を
与
え
る
こ
と
が衆

轟
聴

効薗翻盤
十男さんと

へ 　 ノ

講演する小木曾言

地
元
と
交
流

3
日
間

に
ぎ
わ
う

信
大
農
学
部
の
か
ら
ま
つ
祭

【南
箕
輪
】

第
三
十
七
回
か
ら
ま

つ

祭
が
信
大
農
学
部
の
広
大

な
キ
ャ
ン
バ
ス
で
八
日
、

九
日
、
十
日
の
三
日
間
開

か
れ
た
。

九
日
は
体
育
館

で
大
萱

保
育
園
の
園
児
や
、
南
箕

輪
村
老
人
ホ
ー
ム
の
お
年

寄
り
や
、
近
所
の
親
子
な

ど
七
十
人
が
参
加

し

て

「大
運
動
会
」
を
開
い
た
。

信
大
農
学
部
学
生
と
園

児
、
お
年
寄
り
な
ど
が
大

大
切
だ
が
、
今
は

一
日
中

お
母
さ
ん
と
二
人
か
、
お

父
さ
ん
も
加
え
て
三
人

の

時
代
。
親
も
大
変
だ
が
、

子
供
も
大
変
」
と
話
し
た
。

小
木
曾
さ
ん
は
保
育
園

の
園
児
の
話
や
、
保
母
さ

ん
の
話
、
父
親
参
観

の
子

供

の
様
子
な
ど
を
織
り
交

ぜ
な
が
ら
話
し
、
ま
た
、

「千
九
百
五
十
九
年
、
六

十
年
を
境
に
し
て
子
育
て

に
対
す
る
母
親
が
変
わ

っ

た
。
そ
れ
以
前
の
母
親
は

『子
供

の
た
め

に
な
り
ふ

り
構
わ
ず
』
と
い
う
感
じ

で
あ

っ
た
が
、
そ
れ
以
後

の
母
親
は
芸
能
人
の
影
響

な
の
か
、
子
育
て
を
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
と
考
え
、
自
分
の

好
み
と
感
覚
で
、
子
供
は

子
供
、
私
は
私
と
い
う
よ

う
に
変
わ
っ
た
よ
う
に
見

え
る
」
と
興
味
深

い
話
を

し
、
最
後
に

「子
育
て
と

は

『子
ど
も
の
個
性
と
感

玉
送
り
、
玉
入
れ
、
神
経

す
い
じ
ゅ
く
や
ジ

ャ
ン
ケ

ン
ゲ
ー
ム
に
挑
戦
し
て
、

楽
し
く
交
流
の
時
を
過
ご

し
た
。
運
動
会

で
汗
を
流
し
た

後
は
、
信
大
生
の
心
づ
く

し

の
お
に
ぎ
り
と
豚
汁
で

楽
し
く
昼
食
。

午
後
は
キ
ム
ス
ゲ
ー
ム
、

肝
試
し
が
行
わ
れ
た
。

翌
十

日
は
松
田
克
治
教

官
を
講
師
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト

バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
。
学
生
や

受
性
』

『親
の
個
性
と
感

受
性
』
が
ぶ

つ
か
り
合
う

極
め
て
個
性
的
な
営
み
で

あ
る
。
親
に
も
優
し
さ
、

勇
気
、
賢
さ
を
期
待
し
た

い
。
お
父
さ
ん
逃
げ
な
い

で
、
自
分
ら
し
い
子
育
て

を
」
と
結
ん
だ
。

ル ク と絵本 を .ノ

 

、
、
、

チェルノブイリの子どもたちに

 

チ

ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
の
子

供
た
ち
に
汚
染
し
て
い
な

い
ミ
ル
ク
を
ー
。
チ

ェ
ル

ノ
ブ
イ
り
の
原
発
事
故
か

一
般
十
五
人
が
参
加
し
て

ゆ
り
の
木
の
落
ち
葉
降
る

中
で
プ
レ
イ
。

一
方
管
理

棟
前

で
は
餅

つ
き
大
会
。

小
学
生
ら
の
見
守
る
中

で

学
生
等
は
重
い
杵
を
ふ

っ

た
(、
ま
た
、

「日
本
の
農

業
を
守
る
た
め
に
」
を
テ
ー

マ
に
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
、

「援
助
」
を
テ
ー

ら
五
年
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
救
援

・
中
部
は
昨
年
に

引
き
続
き
汚
染
地

・
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
子
供
た
ち
に
励

ま
し
の
カ
ー
ド
と
共
に
ミ

ル
ク
と
絵
本
を
贈
る
た
め

広
く
寄
付
を
募
っ
て
い
る
。

六
年
目
の
冬
を
迎
え
る

被
災
者
、
特
に
子
供
た
ち

の
間
に
ガ
ン
や
免
疫
不
全

・

白
血
病
な
ど
が
多
発
し
て

い
る
。
現
地
で
は
い
ま
だ

に
土
地
も
食
糧
も
放
射
能

レ
ベ
ル
も
山高
く
母
乳
も
汚

染
さ
れ
て
い
る
。
同
団
体

で
は
、
そ
の
子
供
た
ち
の

心
を
な
ぐ
さ
め
、
励
ま
す

た
め
に
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ

ゼ
ン
ト
と
し
て
贈
る
。
絵

本

の
ほ
か
図
鑑
や
写
真
集

で
も
受
け
付
け
る
。

ミ
ル
ク
の
場
合
、
▽

一

口
千
円

(
ス
キ
ム

・
ミ
ル

ク

一
缶
)
ま
た
、
二
千
円

(粉
ミ
ル
ク

一
缶
)
を
寄

付
し
て
も
ら
う
▽
シ
ー
ル

るぷ
ぺ　三
法

・布
・㌶麹雀

落葉松祭文運動会
.『 ぴ

,≡〔議
エ

マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど

多
㌻
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
、
構
内
は
終
日
、
学
生

や
ゴ
供
、
地
元
の
人
た
ち

て
賑
わ
っ
た
..

＼
＼、
、竜

駕

、、
、
、

に
自
分
の
名
前
、
簡
単
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
き

(イ

ラ
ス
ト

・
写
真
も
可
。
英

語

・
ロ
シ
ア
語

・
日
本
語

な
ど
)
ミ
ル
ク
の
缶
に
貼

る
。
子
供
た
ち
に
送
り
主

の
気
持
ち
を
伝
え
る
▽
ミ

ル
ク
は
ま
と
め
て
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
共
和
国
で
被
災
者

の
救
援
を
し
て
い
る
新
聞

社

・
ジ
ト
ー
ミ
ル
ス
キ
ー
・

ヴ

ィ
ス
ニ
ー
ク
社
に
送
ら

れ
、
被
災
地
の
病
院
や
幼

稚
園
、
小
学
校
に
カ
ー
ド

や
絵

本
と
共
に
贈
ら
れ
る
..

申
し
込
み
方
法
は
、
各

地
域
に
、
シ
ー
ル
と
郵
便

振
替
用
紙
を
置
い
た
ポ
ス

ト
を
設
け
て
あ
り
、
そ
こ

で
シ
ー
ル
を
も
ら
う
。
ミ

ル
ク
代
は
郵
便
為
替
で
チ
ェ

ル
ノ
ブ

イ
リ
救
援

・
中
部

(
名
古
屋
8
-
1
0
8
6

1
0
)
ま
で
。
シ
ー
ル
は

各
ポ
ス
ト
ま
た
は
郵
送
で

同
団
体
ま
で
。
シ
ー
ル
を

餅つき大会

＼、
へ
、、
＼

受

け
取
れ

な

い
～
、
は
同
団

泌
か

代
筆
す

る

.
締

切

り

㍍
十

一
月

三
十

箒
.、
問

い

合

わ

せ
ば
名
古

屋

(
0
5

?
ご

山
盛
さ
ん
む
8
9
2
-

9
・、
0

6
ま
た

は
、
長

谷

℃

さ
ん

古
2
3

ー

-
2

4

0

ぺ
・
ま

で
。

送
り
先

〒

一・
e

3

-
23

岐
阜

県
安

へ
郡
神
戸
町
天
守
五

一
八

-

二
輪
葉
厚

子
さ

ん
智

0
5

8

弍

-
27
-
2

8
3

7

チ

ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
覆

・

 乏

、部
(名
古
屋
市
天
白
区

蕊
幸
山

一
二
〇

一
、
B
2

0
4

坂
東
弘
美
さ
ん
方
)

重
⑧
⇔
⑭
(敬
称
略
)

伊

那

市

十
月
二
十
二
日

▽
窓
下
和
成

(武

・
節
子
、

ぽ
男
)
美
篶

十
月
二
十
四
日

▽
金
澤
美
佳

(
一
男

・
千

佳
子
、
長
女
)
西
町
伊

=
三
三
三
三
≡
三
一三
三
三
=
三
三
三
ー三
二
三
三
三
三
三
ー三

三
三
二
≡
三
≡

一≡
≡
三
≡
三
三
=
一≡
三
三
≡
三
≡
=
一三
≡
≡
三

三
三
=
一三
三
三
三
三
=
≡
一三
≡
≡
≡
=
三
三
一≡
≡
三

三
≡

三
一三
=
三

三
三
≡
三
一三
三
三
三
三

飯
島
町
長
選
12
日
告
示

3
選
め
ざ
す
現
職
の
早
稲
田
氏
無
投
票
確
実

㌧

一、蓼∵
郵

〆る

【飯
島
】

任
期
満
了
に
伴
う
飯
島

町
長
選
は
十

二
日
告
示
、

十
七
日
投
票
の
日
程

で
行

わ
れ
る
が
、
今

の
と
こ
ろ

三
選
を
目
指
す
現
職
の
早

稲
田
吉
次
氏

(69
)
・無
11

七
久
保

・
農
業
11
の
ほ
か

動
き
は
な
く
、
無
投
票
当

選
が
濃
厚
と
な
っ
て
い
る
。

早
稲
田
氏
は
九
月
議
会

で

「
い
い
ず
ら
む
ら
建
設

事
業
な
ど
継
続
事
業
や
懸

案
事
業
を
自
分
の
手

で
仕

上
げ
た
い
」
と
公
式
に
出

馬
表
明
。

後
援
会

の

「早
稲
田
後

援
会
」

(吉
沢
益
美
後
援

会
長
)
は
前
回
の
組
織
を

そ
の
ま
ま
継
承
し
、
地
元

の
七
久
保
を
始
め
、
飯
島
、

田
切
、
本
郷

の
四
地
区
ご

と
に
足
固
め
を
済
ま
せ
、

「
和
戦

両
様

の
構

え
」

(選
対
本
部
)

で
臨

ん
で

き
た
。
こ
れ
に
対
し

「
二
期
連

続
無
投
票
は
避
け
る
べ
き

だ
」
と
す
る
人
た
ち
の
間

で
、
候
補
擁
立
の
動
き
が

あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
水

面
下
の
動
き
で
終
わ

っ
て

い
る
。
先
月
末
、
現
職
町

議
が
出
馬

の
意
向
を
見
せ

た
が
、
組
織
作
り
に
至
ら

ず
断
念
に
追

い
込
ま
れ
て

い
る
。
な
お
、
十
月

一
日
現
在

の
有
権
者
数
は
、
男
三
千

九
百
十
五
人
、
女
四
千
二

百
四
十
五
人
、
計
八
千
百

六
十
人
。

立
候
補
予
定
者

早
稲
田
吉
次

(69
)

無

・
現

・
農
業

・
七
久

保
荒
田
。
町
社
協
会
長
、

伊
那
中
部
広
域
農
道
連
盟

会
長
、
伊
南
森
林
組
合
副

組
合
長

(七
久
保
園
芸
組

合
長
六
期
、
県
果
樹
種
苗

振
興
協
会
長
二
期
、
町
議
、

副
議
長
、
議
長
三
期
)
七

久
保
高
等
小
卒
。
②

早
稲
田
派
の
選

挙
態
勢

・
陣
容

飯
島
町
長
選
に
立
候
補

を
予
定
し
て
い
る
現
職
の

早
稲
田
吉
次
氏
の
後
援
会

「早
稲
田
後
援
会
」

(
吉

沢
益
美
後
援
会
長
)
の
選

挙
態
勢
、
陣
容
は
次
の
と

お
り
。

▽
事
務
長
11
増
沢
丑
与
▽

事
務
局
長
‖
伊
藤
嘉
美
▽

出
納
責
任
者
11
横
山
峯
雄

な
お
、
選
挙
事
務
所
は

告
示
日
に
仲
町
の
和
泉
屋

料
理
店
に
置
く
。
十
二
日

の
午
後
六
時
か
ら
事
務
所

開
き
を
行
う
が
、
無
投
票

の
場
合
は
当
選
祝
賀
会
に

切
り
替
え
、
伊
南
農
協
飯

島
支
所
生
活
ゼ
ン
タ
ー
に

会
場
を
移
す
。

現
在
、
同
後
援
会
は
農

協
、
商
工
関
係
、
企
業
、

身
障
協
な
ど
百
余
の
団
体

の
支
持
を
取
り
付
け
て
い

る
。

う

ン

わ

ズ

快晴でにぎ
「七五三」シー

 

子
供
の
健
や
か
な
成
長

を
祝
う

「七
五
三
」
が
快

晴
と
な
っ
た
十
日
、
着
物

や
紋
付
き
袴
姿
で
神
社
を

訪
れ
る
親
子
連
れ
で
賑
わ
っ

た
。七
五
三
も
様
変
わ
り
し

て
、
年
々
賑
や
か
に
豪
華

に
な
っ
て
き
て
、
こ
の
日

の
た
め
に
子
供
の
服
や
着

物
を
揃
え
る
家
庭
も
多
い

と
か
。
美
容
院
な
ど
で
髪

を
整
え
た
り
、
着
付
け
を

済
ま
せ
た
家
族
は
、
写
真

館
な
ど
で
写
真
を
撮

っ
た

り
、
記
念
撮
影
し
た
後
神

社
に
。
神
主
の
祈
と
う
や

交
通
安
全
祈
願
を
受
け
た

後
、
千
歳
あ
め
を
受
取
り

や

っ
と
に
っ
こ
り
。

普
段
着
慣
れ
な
い
着
物

を
着
て
、
動
き
が
取
れ
ず

に
転
ん
で
母
親

に
叱
ら
れ

た
り
、
泣
き
べ
そ
の
子
供

も
。
そ
れ
で
も
着
飾

っ
た

着
物
を
褒
め
ら
れ
て
ま
ん

ざ
ら

で
な

い
様
子

で
。

「
大
き
く
な

っ
た
ん
だ
も

ん
」
と
自
慢
す
る
子
ど
も

に
家
族
は
目
を
細
め
て
い

た
。
伊
那
市

の
坂
下
神
社

な
ど
は
朝
か
ら
家
族
連
れ

が
参
拝
に
訪
れ
、
境
内
は

色
と
り
ど
り
の
着
物
で
秋

の
紅
葉
に
彩
り
を
添
え
て

い
た
。

　 ノグ　 イゆぜ

(伊那公園にある東大社で)

 

憩

う子どもの成長を祝

那
部
θ
⇔
θ

◇
12
日
▽
婦
人
検
診

(午

後
1
時
15
分
～
2
時
15
分
、

保
健
セ
ン
タ
ー
)
▽
肺
が

ん
検
診

(午
前
9
時
～
H

時
、
手
良
公
民
館

・
美
篶

公
民
館
)
▽
肺
が
ん
検
診

(午
後
1
時

30
分
～
3
時

30
分
、
西
春
近
公
民
館

・

西
箕
輪
公
民
館
)
▽
巡
回

家
庭
児
童
相
談
室

(午
前

9
時
30
分
～
11
時
、
美
篶

中
央
保
育
所
)
▽
保
育
所

入
所
説
明
会

(竜
東
地
区
)

(午
後
7
時
～
9
時
、
福

祉
セ
ン
タ
ー
)
▽
保
育
所

入
所
説
明
会

(美
篶
地
区
)

(午
後
7
時
～
9
時
、
美

篶
支
所
)

幽
明
那
『公
,民
館

胡
r

m
行

川
事
m
予
州
定

州

◇
12
日
▽
主
事
会
▽
書
道

教
室
▽
保
育
所
入
所
説
明

会

摘 う ら の 界 年 あ り ま て 操 原 に 塚 だ は し は の 原 チ イ 会 れ か のllか き ら べ い 審 監 し ト子 が 派 本 選 回 し る あ"夫 を え て か 子 致 体 や こ て 体 笑 言

驚 麟 織 雛 鱗ll灘 驚1繰 醸 … を五一 原〃め女.一 ツてこで…

も欝 欝 難llll灘 鱗 難1灘lll騒 然
!饗,

、指 そ か 士 操 低 然 や こ し 体 塚 う は れ の 下 ら 長 塚1ボ 協 こ い 員 、わ 大 か す て ぼ の ト ツ女 ら 原 日 次 今 返 あ で と 氏 長 言 れ は 女 は は を る め 子 と を こ い そ て の き ッ

』

緬酬
那

幽

辰
則
掘

削

川
業

川
務

川
所

定

川

◇
12
日

生
活
部
▽
生
活
部
企
画
会

議金
融
部
▽
年
金
相
談
日

工
磯
部
▽
県
自
動
車
協
議

会
役
員
研
修

園
芸
▽
花
き
部
会
婦
人
部

研
修三

澤
ふ
ボ
子
さ
ん

(伊

那
市
福
島
)
は
、
十

一
月

十

一
日
午
前

一
時
五
十
五

分
死
去
。
七
十
七
歳
。

大
正
五
年
伊
那
市
西
春

近
表
木
に
生
ま
れ
る
。
温

厚
で
我
慢
強
く
皆
か
ら
慕

わ
れ
る
。
現
在
伊
那
市
明

社
協
事
務
局
長
の
三
澤
賢

三
氏
に
嫁
し
、
五
男

一
女

を
も
う
け
る
。

長
男
長
人
氏
は
興
亜
電

工

(現
㈱
K
O
A
)
に
三

十
余
年
在
職
し
現
在
箕
輪

町
に
あ
る
㈱
W
A
K
O
の

副
工
場
長
。
二
男
宗
春
氏

は
伊
那
市
西
春
近
在
住
、

㈲
西
村
電
気
工
事
商
会
勤

務
。
三
男
今
男
氏
は
愛
知

県
海
部
郡
佐
織
町
在
住
、

㈱
メ
イ
カ
ン
長
響
稟
所
々

長
。
四
男
春
登
氏
は
愛
知

県
海
部
郡
佐
織
町
在
住
、

㈱
ス
ズ
キ
東
京
営
業
所
々

長
代
理
。
五
男
好
人
氏
は

下
伊
那
郡
下
条
村
在
住
、

吉
川
建
設
㈱
飯
田
支
店
積

算
課
主
任
。
長
女
元
美
さ

ん
は
駒
ケ
根
市
赤
須
在
住
、

㈲
信
和
興
業
勤
務
の
大
原

龍
三
氏
に
嫁
し
て
い
る
。

葬
儀
は
十
三
日
正
午
か

ら
伊
那
市
福
島
の
三
沢
寺

で
、
喪
主
は
長
男
の
長
人

(な
が
と
)
氏
。

今、最も売れています

犀纂翻トップ年8.7

ソ ウル忘 年 会 パ ック42,000,
1泊2日 ・名古屋出発 ・韓式宴会 お酒呑み放題 .Zノ

台北忘年会パック3日 間65,000,
2泊3日 ・名古屋 出発 ・全食 事付毎 夕 ビール1本 付

営業時間1000～2000年 中無休

宕0265-79-0678

箕輪町中箕輪8380-7(箕輪ハイパス沿い〕
血些もケ仁か十爪†∠エ奉 上 こ口÷讃r虚

 

ン
エ ンスス トア ー

ソレrジ弔π 已

てみませんか私達と

【職安通報,斎

女 各 市 名

女 子5名

ます。)勤務可

■ フ ロ ン

■ ル ー ム

● 各職 と も

Z
4

(面接随時)

所rラi
33-21;

 

5TELO

こ希望の方

駒 ケ根 高原

日観 連 、

宮田村桐の沢

援いたします……。 伊 那プリンスホテル

1酬 Φイ謡 襟 シヨン
期間中挙式ご予約の方に!

を心より

新郎衣裳3点 7万 円

花嫁衣裳5点25万 円
〈白無垢・色打掛・振袖・色ドレス・白ドレス〉

上 記の価 格 でレンタル 致 します。

、慾

パ

那プリンスホテル

プラス 下記2点 のうち、お備 なものを1点 プレゼント〃

東京ベイ ・ヒル トン
イ ンタ ー ナ シ ョナ ル ホ テ ル ・ 　

超一流ホテル1泊 と
東京ディズニーランド1日 フリーパス券

、・⇒ ぎ ㌔

●

_㌔__

㌻ ∵翫

燃

ヨコ八マ・グランド
インターコンチネンタルホテル

超一流ホテル1泊と
、 東京ディズニーランド1日フリーパス券

ビス
ノトル

 

お
昧
B

A 飲み物サービス
酒 ビール シュース 水割り

・　演出パックサ

司会(プロ)/ケ ーキ入刀
AVシ ステム・トリーミー

こ 平日及び土・日・祝祭日の仏滅の日に挙式・
披露宴を挙げられる方に右記A・Bの いず

れかを無料にてサービス致します。
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鰐 の姫 へ
甘

川下
端
川霧

議
…

　

一

五
日
に
ス
タ
ー
ト
し

.
た
宮
沢
新
内
閣
で
国
務

大
臣

・
防
衛
庁
長
官
と

=
し
て
初
入
閣
を
果
た
し

た
長
野
三
区
選
出

の
宮

"
下
創
平
代
議
士
が
、
九

日
午
後
、
就
任
後
は
じ

一

め
て
伊
那
谷
入
り
し

、

一
待
ち
受
け
た
支
持
者
ら

に
熱
烈
な
歓
迎
を
受
け

た
。午
後
三
時
前
、
伊
那

市
双
葉
町
の
事
務
所
に

到
着
し
た
宮
下
代
議
士

は
、
集
ま

っ
た
四
百
人

余
の
支
持
者
に
拍
手

で

出
迎
え
を
受
け
、
就
任

一
後
初
の
お
国
入
り
に
事

務
所
内
は
感
激
の
熱
気

に
包
ま
れ
た
。

こ
の
日
は
、
以
前
か

=
ら
予
定
さ
れ
て
い
た
税

曝

士
に
ょ
る
後
援
会
総

会
と
高
遠
町
合
併
三
十

五
周
年
記
念
式
典

(十

日
)
な
ど
出
席

の
た
め

に
帰
郷
し
た
も

の
で
、

同
総
会
会
場
の
別
館
だ

る
ま
で
記
者
会
見
を
お

こ
な

っ
た
宮
下
代
議
士

は

「重
責
に
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
拝
命
致

し
ま
し
た
。
国
の
防
衛

は
主
権
国
家
と
し
て

一

番
大
切
な
こ
と
が
ら
で

あ
り
、
日
本
が
経
済
大

国
と
し
て
世
界
に
誇
れ

る
の
も
国
の
平
和
と
安

全
が
保
た
れ
て
い
れ
ば

こ
そ
。
あ
く
ま
で
専
守

防
衛

に
徹
し
な
が
ら
、

歴
史
的
過
ち
を
二
度
と

く
り
返
さ
ぬ
よ
う
、
文

民
統
制

(シ
ビ
リ
ア
ン

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
)
の
も

と
、
健
全
な
姿
で
自
衛

平
成
4
年
度
の
学
生
募
集

飯
田
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
専
門
学
枝

隊
を
育
て
て
い
き
た
い
。

私
は
タ
カ
派
で
も

ハ
ト

派
で
も
な
い
の
で
、
国

民
の
た
め
の
正
し
い
選

択
を
し
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ

つ
。
就
任
後

初
の
お
国
入
り
に

つ
い

て
は

「
十
二
年
間
育
て

て
く
れ
た
選
挙
民
や
支

持
者

の
お
か
げ
で
入
閣

を
果
た
す
こ
と
が
で
き
、

御
礼
の
気
持
ち

で
い
っ

ぱ

い
。
事
務
所

で
歓
迎

を
受
け
た
時
は
大
臣
就

任
の
時
以
上
の
感
激
だ
っ

た
。
今
後
も
郷
土
の
皆

さ
ん
の
ご
期
待
に
そ
わ

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

つ
く
づ
く
考
え
て
い
る
」

と
に
こ
や
か
な
笑
顔
で

心
境
を
語

っ
た
。

な
お
、
後
援
会
に
よ

る
大
臣
就
任
祝
賀
会
は

・

十
二
月

一
日

(伊
那
勤

=

労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
)
、

同
八
日

(飯
田
文
化
会

館
)
、
同
十
五
日

(諏

訪
湖
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
)

で
そ
れ
ぞ
れ
予
定
さ
れ

て
い
る
。

(
一
般
入
試
は
教
養
試
験

あ
り
)
。
試
験
日
は
推
薦

が
十
二
月
七
日
、

一
般
が

第

一
回
十

二
月
十
四
日
、

第
二
回
四
年

一
月
二
十
五

日
。な
お
、
同
校
で
は
、
創

立
五
周
年
を
迎
え
た
こ
と

か
ら
、
二
十
二
日
午
後

一

お国入 りし記者会見する宮下氏

作
品
展
に
人
気

第
26
回
伊
那
信
金
文
化
祭

伊
那
信
用
金
庫
の
全
支

店
職
員
参
加
に
よ
る
第
二

十
六
回
伊
那
信
金
文
化
祭

が
九
日
か
ら
十

一
日
ま
で
、

伊
那
市
錦
町
の
伊
那
信
用

金
庫
本
店

で
開
催
さ
れ
、

本
店
三
階
ホ
ー
ル
で
職
員

と
そ
の
家
族
に
よ
る
絵
や

手
芸
、
書
な
ど
の
作
品
展

が
開
か
れ
て
い
る
。

展
示
さ
れ
て
い
る
作
品

は
同
金
庫

の
十
二
の
支
店

職
員
と
そ
の
家
族
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
写
真
や
編
み
物
、

書
、
盆
栽
、
油
絵
、
手
芸

学
校
法
人

コ
ア
学
園

学
科

(
通
産
省
情
報
化
人
材
育

成
連
携
期
間
委
嘱
校
)
飯

田

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
専
門
学

校
11
飯
田
市
松
尾
明
七
五

九

一
‖
は
平
成
四
年
度
の

学
生
を
募
集
し
て
い
る
。

最
新
…機

(32
ビ

ッ
ト
パ

ソ
コ
ン
七
十
台
)
を
導
入

し
て
対
応
す
る
。
募
集
学

科
は
、
▽
電
子
情
報
工
学

科

(昼
間
部
二
年
制
)
定

員
三
十
人
▽
情
報
処
理
工

(昼
間
部

二
年
制

)

定
員
七
十
人
ー
。
情
報
処

理
工
学
科
は
毎
年
競
争
率

が
高
い
。

出
願
資
格
は
高
校
卒
業

(見
込
み
含
む

)
以
上

、

ま
た
は
こ
れ
と
同
等
以
上

の
学
力
を
有
す
る
人
。
出

願
書
類
は
入
学
願
書

・
最

終
卒
業
校
調
査
書

・
卒
業

証
明
書
な
ど
。
選
考
方
法

は
推
薦

・
一
般
、
書
類
選

考

・
適
正
試
験

・
面
接

　蹄幅艦

飯田コンピュータ専門学校

な
ど
二
百
三
十
点
余
。
職

員
に
よ
る
作
品
が
三
分
の

二
余
、
家
族

に
よ
る
作
品

が
三
分
の

一
余
で
、
中
に

は
数
百
匹
の
蝶
々
の
標
本

や
、
本
格
的
な
油
絵

の
大

作
、
壷
な
ど
見
応
え
あ
る

作
品
も
多
い
。

ま
た
、
九
日
午
後
に
は

本
店
で
、
全
職
員
を
対
象

と
し
た
バ
ザ
ー
も
お
こ
な

わ
れ
、
こ
の
売
上
金
は
福

祉
に
寄
付
さ
れ
る
こ
と
に

な

っ
て
い
る
。

～

三
月
期
は
全
体

で
マ
イ
ナ

ス
○

・
六
。
特
に
、
大
企

業
の
製
造
業
が

マ
イ
ナ
ス

一
六

・
一
、
大
企
業
全
体

で
も

マ
イ
ナ
ス
五

・
八
と

悪
い
。

㌻
㌔

＼論

議
ハL心

,
」
㌔

響

-‖

ゴ
d
‖

㌻
‖

‖

㍉ー

‖

‖

ー

‖

コ

‖̀

ー

.』

時
三
十
分
か
ら
飯
田
市
錦

町

一
丁
目
十
番
地
、
シ
ル

ク
ホ
テ
ル

(岱
0
2
6
5
1

23
-
8
3
8
3
)
で
記
念

講
演
、
午
後
三
時
十
五
分

か
ら
記

念
式
典

を
開

く
。

飯
田

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
専

門
学
校
岱
0
2
6
5
1
22
-

5
寸⊥
-
⊥
¶1

6

ヵ
月
後
は
「下
降
」
か

県
内
景
気
予
測
調
査

大
蔵
省
長
野
財
務
事
務

所
は
、
県
内
景
気
予
測
調

査
の
八
月
調
査

の
結
果
を

ま
と
め
た
。
景
況
判
断

は
、
現
況
、
三
カ
月
先
と

も

「上
昇
」
と
す
る
企
業

が

「下
降
」
と
す
る
企
業

を
上
回

っ
て
い
る
が
、
六

カ
月
先
の
見
通
し
は

「
下

降
」
が

工

昇
」
を
上
回
っ

た
。調
査
は
、
金
融
保
険
業

を
除
く
資
本
金

一
千
万
円

以
上
の
県
内
企
業
百
八
十

四
社
を
対
象
に
実
施
。
百

六
十
八
社
か
ら
回
答
を
得

た

(回
答
率
九

一
・
三
%
)。

回
答
企
業
の
内
訳
は
、
大

企
業

(資
本
金

一
億
円
以

上
)
が
六
十
九
社
、
中
小

企
業

(同

一
億
円
未
満
)

が
九
十
九
社
。
業
種
別
に

は
、
製
造
業
が
七
十
二
社
、

非
製
造
業
が
九
十
六
社
。

七
-
九
月
期
の
景
況
判

断
B
S
I

(上
昇
と
す
る

企
業
の
割
合
か
ら
下
降
と

す
る
企
業

の
割
合
を
引

い

た
数
値
)
は
、
全
産
業

で

=
二
・
七
。
前
期

(四
一

六
月
期
)
よ
り
、
六

・
六

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
。
十
-

十
二
月
期
の
見
通
し
は
八

・

九
。し
か
し
、
九
二
年

一
一

理
宿
呂

料
お
風
輪

季
憩
展

一
鶴

にぎわう作品展

平成3年11月11日

経
営
⊥
の
問
題
点

(複

五
%
と
な

っ
て
い
る
。

数
回
答
)
は
、
五
三

・
八

ま
た
、
中
小
企
業
を
対

%
の
企
業
が

「人
手
不
足
」

象
と
し
た
設
備
投
資

に
関

を
挙
げ
、
次

い
で

「人
件

す
る
調
査
で
は
、
九

一
年

費
増
」

か
四
〇

・
八
%

度
適
期
見
通
し
は
、
前
年

「金
利
負
担
増
」
が
三
五

・

度
実
績

の
水
準
を
大
き
く

}

、

上
回

っ
て
お
り
、
特
に
下

纏
綿

㌶

慮

ク

伊

つ

伊

鯉

嚥
ー
幕ぷ酬

㈹

竃
斯
て

ヲ
製造

業
の
土投資が目立つ。地域社会に貢献す

輸
〉

格(⊆吸価ヘコ↑

　

カ
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キ
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空
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語

あな

た
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な
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蛤

緬
酪

鵬肝

㎜
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地
ふ
眠
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単位

K

K

K

K

K

袋

袋

h

K

袋

K

K

K

K

K

K

K

名品

助㌔

助セ

⇒⇔

外持

妙∂

鋤〃

臼
⇔ナ　ム

翻ご

⇔↑

れみ

巴里

娃は
シナ

ぎね

滅れ

菜白

肌市

ぽ
』4

ぷ蹴

肝
牛%

眠2

磁ト　↑7225

ぷ田

㎜
治

恥
眠
肥

㊨ぽ
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単位

K

K

云

K

K

り御句㌢
K

夫

K

K

K

K

K

袋

K

K

K

名品

根大

飛W

⇔パ

参人

↑⇔市

ーす

繊なあ

じふ

殊み

"バ

Wぽグ

只レ

"シ

助力

事ト

峰巨

ケ
イ
ザ
イ
ラ
イ
ン

ケ
イ
ザ
イ
ラ
イ
ン

ケ
イ
ザ
イ
ラ
イ
ン
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=
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=
≡
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≡
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≡
≡
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≡
≡
≡
≡
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≡
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≡
≡
≡
≡
≡
≡
一≡
=
≡
≡
≡
≡
≡
一≡
三
≡
≡
≡
≡
=
一≡
≡
≡
=
≡
≡
≡
一一≡
≡
≡

強
豪

90
チ
ー

ム
加
人
参
加

県
選
抜
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
伊
那
て

刑ew5
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●

・
‥
二≦

、
・。
鑓
:

㌦
霧
㍉

、

"、、ご
・
㌧

籔

∨

〆

熔

ア
ノヘ
フ　

ど

【伊
那
】

,

全
県
下
か
ら
予
選
を
勝

ち
抜
い
た
強
豪
九
十
チ
ー

ム
七
百
人
が
参
加
し
て
第

七
回
長
野
県
選
抜
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
勤
労
者
福

祉

セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ン
ド
で

開
か
れ
た
。

開
会
式

で
百
瀬
常
雄
大

会
会
長

(長
野
県
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
連
盟
会
長
)

は

「
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
誰
で

も
ど
こ
で
も
気
軽
に
楽
し

め
、
特
に
高
齢
者
に
は
健

康
増
進
に
役
立
ち
、
社
交

の
場
を
与
え
て
く
れ
、
そ

の
上
マ
ナ
ー
が
身
に
付
く

格
好

の
ス
ポ
ー
ツ
。
今
日

は
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果

を
十
分
発
揮
し
正
々
堂
々

と
競
技
し
、

一
層
友
好
の

輪
を
広
げ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
あ
い
さ

つ
。

地
元
伊
那
市
の
原
久
夫

市
長

(同
顧
問
)
は

「
日

ご
ろ
鍛
え
て
技
を
十
分
発

揮
し
、
お
互
い
の
友
情
を

深
め
あ
い
、
思
い
出
の
残

る
す
ば
ら
し
い
選
抜
大
会

に
し
て
い
た
だ
き
た

い
」

と
激
励
し
た
。

伊
那
市
月
見
里
チ
ー
ム

の
上
柳

一夫
選
手
の
元
気

な
選
手
宣
誓

の
後
、
グ
ラ

ン
ド
に
特
設
の
ゲ
ー
ト
を

作
り
、
始
球
式
を
行

っ
た
。

原
市
長
、
百
瀬
大
会
会

長
、
西
村
弘
県
体
育
協
会

専
務
理
事
ら
三
人
が
狙
い

定
め
て
、
カ
チ
ン
と
ス
テ
ィ
ッ

ク
を
当
て
、
三
人
の
ボ
ー

ル
が
ゲ
ー
ト
を
通
過
す
る

と
、
大
き
な
拍
手
が
湧

い

た
。競
技
は
、
シ
ニ
ア
ク
ラ

ス

(六
十
歳
以
上
の
男
性
)、

シ
ニ
ア
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ

ス
(六
十
歳
以
上
の
女
性
)、

ミ
ド
ル
ク
ラ
ス

(六
十
歳

未
満

の
男
性
)
、
ミ
ド
ル

レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ス

(六

+
歳
未
満
)
の
四
ワ
ラ
ニ

に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
三

チ
ー
ム
に
よ
る
リ
ー
グ
戦
、

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
、

各
ク
ラ
ス
毎
の
順
位
を
競
っ

た
。各
ク
ラ
ス
の
優
勝
チ
ー

ム
は
平
成
四
年
六
月
北
海

道
で
行
わ
れ
る
平
成
四
年

　
(単位:円)

 

度
全
国
選
抜
大
会
に
出
場

こ
の
中

て
、
開
会
式
の
挨

で
き
る
他
、
優
勝
杯
、
賞

拶

に
立

っ
た
中
原
市
長
は

状
、
金
メ
ダ
ル
が
授
与
さ

「
天
候
も
法
れ
る
こ
と
な

れ
る
。
準
優
勝
に
は
賞
状
、
く
、
多
ノ
の
方
々
に
参
加

盾
、
銀
メ
ダ
ル
、
三
位
に

し
て
大
ざ
を
盛
り
上
げ
て

は
賞
状
、
盾
、
銅

メ
ダ

ル

頂
き
感
零

し
て
い
る
」
な

が
授
与
さ
れ
る
。

ど
と
述
べ
た
。
午
前
十
時

に
両

コ
ー
人
と
も

一
斉
に

キ
。と
五
キ
。
の
往
復

コ
ー

ス
で
第
十
二
回
市
民
ト
リ

ム
マ
ラ
ソ
ン

(市
教
委
、

市
体
協
主
催
)
が
行
わ
れ
、

三
キ
。
コ
ー

ス
に
三
百

二

十
三
人
、

五
キ
。
コ
ー

ス

に
三
十
三
人
が
参
加
、
初

冬
の
駒
ケ
根
市
を
爽
や
か

に
駆
け
抜
け
た
。

駒

ヶ
根
市

の
在
勤
、
在

住
者
な
ど
を
対
象
に
し
た

同
大
会
は
、
小
学
生
か
ら

一
般
ま
で
が
健
康
づ
く
り

を
か
ね
た

マ
イ
ペ
ー
ス
の

マ
ラ
ソ
ン
を
し
よ
う
と
参

加
、
休
日
を
利
用
し
た
家

族
連
れ
の
姿
が
目
立

っ
た
.)

ス
タ
ー
ト
を
切

っ
た
同
大

会
は
、
朝
方
、
霧
が
立
ち

こ
め
、
幾
分
の
肌
寒
む
さ

を
感
じ
さ
せ
る
天
候
だ

っ

た
が
参
加
者
ら
は
元
気
に

ス
タ
ー
ト
、
思
い
思
い
の

ペ
ー
ス
で
マ
ラ
ソ
ン
を
楽

し
ん
で
い
た
。

5キ.に350人

 

と
3キ.

駒ケ根市民 トリムマラソン

 

【駒
ケ
根
】

再
割
の
市
総
合
運
動
場

を
発
着

場
に
十

日
、

三

■不 動産 担 保 ■手 形貸 付 豊 麗
事(上伊3)第00036号■手 形 割 引

■信 用貸 付 長野県貸金撒 会則0020号
長野県貸金業協会承認630255号

※ お 気 軽 に お 電 話 に て

こ欄 ・さい・ 大 ダイワ 禾1

改装 一 周 年 感 謝 祭
†¶月9日 ～12月 消日まで 在

粗品進呈本店、伊那北店 にて

ぺ1

36

ノ

閻

石

　議鶏
　

‡

圏営 業

/男 子(45歳 位迄)¶ 名

園 内職 廻 り運 転 手

/男 子(55歳 位迄)2名

園電 機 部 品 組 立

/女 子(50歳 位迄)2名

各種保険、退職金制度有り、通勤手当支給

マルヤス電業株式会社
'箕 輪 町 木 下TEL79 -8552

も可)

 

盤

方

スイフフ

遇・未経験の

NC旋'

(経験 者

盤

優繭
18才 ～60才 位 まで

5名(男 女不問)

当社給与規定 によ り優遇致 します。

 

繭
隠
※ご希望の方は履歴書持参ご来社下さるか、電話連絡下さい。

【職安通報済】

キ機"興
ワ
n
U琴

ツミ

町松島日ノ出新町8760の1TEL79-477f

 

限
杜

餓

有
余

'91
剛RBOS■NESSTOT阯

=ア ■能マルエ
⑤彪 』乙罵
本 社 伊 那 市 境

営業所 駒ケ根市北の原

営業所 箕 輪 町 沢 上

TEL

FAX

TEL

FrAX

TEL

FAX

商 会

(0265)72-6105

(0265)76-0944

(0265)82-5680

(0265戊82-5681

(0265)79-0228

(0265)79-0221

¶、月13菖14舗::;ii8;二li88;:

伊那商工会イベントホール

出 展 商 品

■ワープロ

■ファクシミリ

■コピー
■光ファイリング

■印刷機

■コンピューター
■シュレッダー

■タイムレコーダー

■製本機

■チェックライター
■硬貨計数機

■製図機

■カッティングマシン

■紙折機

■レシスター
■コートレス電話機

■クリーナー

■OAロ システム
■電子文具

■OAサ プライ

■再生紙⊇一ナー

■椅子コーナー
etc.

 

あ
な
た
の
寒

ビ
ジ
ネ
ス
シ

④OAサ プライ時価即売.

軽食もご用意してあります。
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「
ふ
き
は
ら
」
と
「西
部
」
が
優
勝

【箕
輪
】

箕
輪
町
公
民
館
母
親
バ

箕
輪
町
公
民
館
母
親
バ

巳
≡

‥竃

、轟
㎡

ムチ

レ

ー

レ
ー
ボ
ー
ル
部

(北
条
啓

子
部
長
)
の
前
期
リ
ー
グ

戦
終
了
が
終
了
、
七
日
町

民
体
育
館
で
閉
幕
式
が
行

わ
れ
た
。
優
勝
は
A
リ
ー

グ
が

「ふ
き
は
ら
」
B
リ
ー

グ
が

「西
部
」
。

閉
幕
式
で
は
、
大
会
長

の
藤
沢
町
公
民
館
長
が
、

同
部
の
活
躍
は
郡
下
県
下

に
誇
れ
る
も
の
で
あ
る
と

述
べ
、
同
リ
ー
グ
戦
を
通

し
目
的
の
気
力
、
体
力

の

向
上
が
出
来
た
の
で
は
な

い
か
ー
と
慰
労
の
言
葉
を

述
べ
た
。
北
条
部
長
は
、

八
月
二
十
二
日
か
ら
の
長

丁
場
の
前
期
リ
ー
グ
戦
の

運
営

へ
の
協
力
に
感
謝
し

・聾

≡
一≡
≡
≡
≡
訓

一語

話

語

訂

≡
≡
三
一=㌻

　

ジイ

ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン

新

首

相

に

望

む

も

の

今
回
行
わ
れ
た
自
民
党

総
裁
選
、

一
国

の
最
高
指

導
者

で
も
あ
る
首
相
の
選

出
が
あ
ま
り
に
も
派
閥

の

密
室
会
議
に
よ

っ
て
進
め

ら
れ
た
あ
り
さ
ま
を
見
て
、

日
本
の
政
治

の
将
来
に
不

安
を
感
じ
て
な
り
ま
せ
ん
。

海
部
首
相
は
国
民
の
支
持

率
も
高
く
政
治

に
取
り
組

む
姿
勢
も
純
真
は

つ
ら

つ

た
る
気
概
を
持

っ
て
内
、

外
、
行
政
に
取
り
組
み
努

力
し
て
き
た
。
海
部
首
相
、

次
期
総
裁
も
海
部
続
投
当

然
な
り
と
国
民
は
信
じ
て

い
た
。
そ
れ
が
、
政
治
改

革
連
法
案
の
廃
案

で
首
相

の

「重
大
決
意
」
の

一
言

が
次
期
総
裁
の
椅
子
を
断

念
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

っ

た
あ
り
さ
ま
を
見
て
海
部

首
相
の
信
念
に
国
民
も
共

感
し
て
い
た
だ
け
に
誠
に

残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
首

相

に
与
え
ら
れ
た
権
限
も

派
閥
間
の
教
の
論
理
が
先

行
し
、
そ
れ
を
中
心
に
駆

け
引
き
が
行
わ
れ
、
正
義

の
道

に
進
も
う
と
す
る
海

部
首
相
の
権
限
も
派
閥
の

力
に
よ

っ
て
け
落
と
さ
れ

る
と
言
う
、
日
本

の
政
治

に
非
民
主
的
な
姿
が
根
強

く
残

っ
て
い
る
事
が
、
こ

の
た
び
の
総
裁
選
に
よ

っ

て
明
り
ょ
う
に
現
れ
、
政

治
改
革
問
題
も
先
行
が
ま

す
ま
す
不
透
明
な
も
の
に
。

リ
ク
ル
ー
ト
事
件
の
如
く

又
も
政
治
改
革
問
題
が
暗

闇
の
中

へ
消
え
去

っ
て
行

く
よ
う
に
思
え
て
な
り
ま

せ
ん
。
こ
の
た
び
の
自
民

党
総
裁
選
で
も
党
内
で
リ

事
件
関
係
議
員
の
復
権
を

承
知
し
た
事
を
考
え
る
時
、

国
の
最
高
機
関
で
あ
る
政

界
ま
で
も
善
悪
の
分
別
も

わ
か
ら
な
い
社
会
に
な

っ

て
し
ま

っ
た
か
と
、
日
本

の
将
来
に
国
民
も
不
安
を

感
じ
て
な
り
ま
せ
ん
。

宮
沢
新
内
閣
の
構
成
を

見
る
に
つ
け
、

ロ
ッ
キ
ー

ド
事
件
で
有
罪
判
決
を
受

け
た
人
、
又
リ
ク
ル
ー
ト

な
が
ら
、
各
チ
ー
ム
と
も

に
回
を
重
ね
る
ご
と
力
を

つ
け
、
甲
乙
つ
け
が
た
い

試
合
展
開
で
あ
っ
た
と
振

り
返
り
、
間
も
な
く
始
ま

る
後
期
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

も
頑
張
ろ
う
ー
と
述
べ
た
。

二
十

一
日
か
ら
は
後
期

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
大
会
が
開

幕
し
、
リ
ー
グ
戦
と
は
違

う
サ
バ
イ
バ
ル
ゲ
ー
ム
が

行
わ
れ
、
季
節
と
裏
腹
にムチ杣晒

お
母
さ
ん
た
ち
の
熱
い
戦

い
が
十
二
月
中
旬
ま
で
続

く
。前
期
リ
ー
グ
戦
の
結
果

次
の
通
り
。

▽
A
リ
ー
グ

①
ふ
き
は
ら

(6
勝
0
敗
)

②
す
ず
ら
ん

(5
勝
1
敗
)

③
し
ら
か
ば

(4
勝
2
敗
)

④
ケ
や
木
⑤
は
こ
べ
⑥
あ

す
な
ろ
⑦
た
ん
ぽ
ぽ

▽
B
リ
ー
グ

①
西
部

(6
勝
0
敗
)
②

北
小
河
内

(
5
勝
1
敗
)

③
あ
ざ
み

(
4
勝
2
敗
)

④
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
⑤

コ
ス

モ
ス
⑥
城
山
⑦

ア
カ
シ
ア

リ
ー
グ
最
終
戦
七
日
の

結
果
は
次
の
通
り
。

ケ
や
木
2
-
0
た
ん
ぽ
ぽ

ア
ッ
プ

ル
パ
イ
2
-
1
城

山

駒
ケ
根
ジ

ュ
ニ
ア

ホ
ッ
ケ
ー
大
会

第
18
回
駒
ケ
根
市
ジ

ュ

ニ
ア
ホ

ッ
ケ
ー
大
会
が
十

七
日
、
赤
穂
中
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
お
こ
な
わ
れ
る
。

県
高
校
新
人

フ
ェ
ン
シ
ン
グ

県
高
校
新
人
大
会

フ
ェ

ン
シ
ン
グ
が
十
六
、
十
七

の
両
日
、
箕
輪
町
民
体
育

館

で
お
こ
な
わ
れ
る
。

(3) 平成3年11月12日(火 曜 日)

触 白斑u洞 戸～ε類斉u〔叉一

騰 っ瘡 〆
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山

岸

誠

ち

ゃ

ん

。

駒
ケ
根
市
福
岡

・
九
カ
月
。

何
で
も
よ
く
食
べ
て
元
気
い
っ
ぱ
い
で
す
。

ぷ

二
∀
汐
◇
ウ

へ
三
戸C

綴

礎
謙

…
熟
引書
『訂

…

劃

i

事
件
に
関
連
し
た
議
員
な

ど
、
平
然
と
党
の
中
枢
幹

部
に
据
え
る
感
覚
は
政
治

論
理
も
か
け
声
だ
け
で
内

容
に
お
い
て
は
、
反
省
の

心
毛
頭
も
な
く
、
こ
れ
で

は
い
つ
ま
で
経

っ
て
も
政

界
の
浄
化
ど
こ
ろ
か
、
腐

敗
の
政
治
が
続
く
よ
う
に

思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。
新

首
相
に
国
民
が
望
む
も
の

は
、
国
民
が
納
得
す
る
真

実
明
朗
な
政
治

の
実
行
、

私
利
私
欲
を
捨
て
、
国
家

国
民
の
為
に
身
命
を
捧
げ

る
覚
悟
を
期
待
い
た
し
ま

す
。
(駒
ケ
根
市
中
沢

・
遠

山
岩
男
81
才
)

傷
富
国

◇
映
画
案
内

伊
那
旭
座

(岱
72

・
2

1
8
8
)
は
、
二
十
二
日

ま
で

『ダ
ン
ス
・
ウ
イ
ズ

・

ウ
ル
ブ
ズ
』
を
上
映
中
。

伊
那
映
劇

(a
72

・
2

2
9
8
)
も
二
十
二
日
ま

で

『波
の
数
だ
け
抱
き
し

め
て
』
と

『ト
イ

・
ソ
ル

ジ

ャ
ー
』
を
上
映
中
。

両
館
と
も
十
二
日
は
休

館
。◇
第
16
回
長
野
県
現
代

書
道
展
が
、
十
五
、
十
六
、

十
七
の
三
日
間
、
県
伊
那

文
化
会
館
美
術
展
示
ホ
ー

ル
で
開
か
れ
る
。

◇
伊
那
文
化
会
館
の
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は
十
五
日

か
ら
十
七
日
ま
で

一
般
投

映
と
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
コ

ン
サ
ー
ト
。

◇
駒
ケ
根
市
文
化
会
館

の
映

画
会
は
十
七

日
、

『
ド
キ
ン
ち

ゃ
ん
の
ド
キ

ド
キ
カ

レ
ン
ダ
ー
』

と

『
そ
れ
い
け
!

ア
ン
パ

ン

マ
ン
』
を
上
映
中
。
入
場

料
は

一
般
千
三
百
円
、
高

校
生
千
百
円
、
小
中
学
生

九
百
円
、
幼
児
六
百
円
。

詳
し
く
は
呑
83

・
1
1
3

0
へ
。
◇
チ

ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア

室
内
管
弦
楽
団
の
演
奏
会

が
、
十
五
日
午
後
七
時
か

ら
辰
野
町
民
会
館
で
お
こ

な
わ
れ
る
。

入
場
料
は
全
席
指
定
で

四
千
円

(税
込
)
。

25

周

年

い

け

ば

な

展

古
流
松
雁
会

伊

那

支

部

古
流
松
慮
会
伊
那
支
部

は
、
二
十
二
日
か
ら
二
十

五
日
ま
で
伊
那
市
通
り
町

M
町
の
歴
史
篇

の
ご
と
き
は
、
私
の
原

稿
や
著
作
が
そ
の
ま
ま

掲
載
さ
れ
る
光
栄
に
俗

し
て
い
る
。

(
1
市
も

M
町
も
)
私
自
身
の
か

か
わ
り
は
深
く
長
い
が
、

い
つ
の
ま
に
か
聖
な
る

幼
児
の
手
に
よ
り
無
茶

な
も
の
が
印
刻
さ
れ
終

わ

っ
て
い
る
。
私
も
公

務
員
教
員
と
し
て
、
先

生
に
教
わ

っ
た
た
め
に

偉

い
目
に
あ

っ
た
…
と

い
う
生
徒

の
声
に
も
耐

え
ね
ば
な
ら
ず
、
学
力

低
下
の
昨
今
で
は
、
尚

更
た
か
ま
る
よ
う
な
気

が
す
る
。
そ
し
て
、
横

綱
相
撲
が
職
業
と
し
て

の
美
徳

で
あ
る
か
ら

、

そ
の
怨
念
は
相
当
の
も

の
か
七
る
、
高
校
教
師

と
し
て
の
職
業
は
大
学
々

當

糟

近
世
史
研
究

に

つ
い

て

②

1
北
原
・中
村
ら
諸
先
学
の
業
績
ー

術

へ
の
橋
渡
し
と
入
試
、

小
論
文

へ
の
対
応
が
な

さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
、

必
死
で
あ

っ
た
と
思
う
。

一
方
、
公
務
員
の
隔

差
是
正
や
全
人
教
育
が
、

や
さ
し
く
わ
か
り
や
す

く
…
と
い
う
要
請
を
浴

び
せ
て
く
れ
る
が
こ
れ

に
こ
だ
わ
れ
ば
亡
国

ソ

連
の
途
と
な
る
。
ひ
と

り
お
の
が
じ
し
の
途
を

つ
き
す
す
み
、
そ
し
て

気
が
つ
い
て
み
た
ら
後

へ
つ
い
て
く
る
も
の
は

だ
れ
も
い
な
か
っ
た
:
-:

と
い
う
こ
と
は
あ
る
と

思
う
。
さ
て
、
江
戸
時
代
の

史
料
に
つ
い
て
、
信
濃

史
料
は
寛
永

二
十
年

(
一
六
四
一
川
)
に
境

を
引
き
、
小
県
規
模
の

刊
行
を
み
た
か
、
、..十

巻

の
大
W
ノ
川
戸
時
代

堀

口

貞

幸

(天
正
～
)
と
な

っ
て

近
世
史
史
料
が
収
め
ら

れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
長
野
県
史

は
千
数
百
頁
の
史
料
篇

の
刊
行
と
な

っ
て
い
る

(昭
和
五
十
二
年
)
が
、

駒
ケ
根
市
誌
以
外
顧
み

ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を

ど
う
理
解
す
れ
ば
よ
い

か
。
聖
な
る
小
児
の
滑

稽
な
純
粋
経
験
の
作
文

が
、
躍

っ
て
い
る
。
こ

れ
な
ら
ば
、
史
料
篇
と

し
て
史
料
の
実
証
に
か

け
た
方
が
よ
い
。

こ
れ

と
て
も
、
選
択
が
問
題

で
あ
る
が
。

M
町
の
町
史
の
ご
と

き
は
、
伊
那
路
の

一
節

の
引
用
が
あ
る
だ
け
で

小
口
珍
彦

・
笠
原
政
市

の
か
か
わ
っ
た
仕
事
は
、

無
視
六
れ
る
神
経
で
あ

、.

い
州
史
学

の
大
御

所

一志
茂
樹
の
カ
リ
ス

、
マ
的
発
言
も
し
ら
な
い

様
子
で
あ
る
し
、
そ
の

無
知
と
無
鉄
砲

に
気

の

小
さ
い
私
な
ど
声
は
な

く
、

一
〇
五
二
年

(永

承
七
年
)
以
来
、
末
法

は
続
き
世
の
中
は
悪
く

な
る

一
方
だ
…
と
い
う

和
尚
様
の
お
話
に
肯
く

次
第
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を

ぬ
け
ぬ
け
と
し
る
す
こ

と
は
よ
く
よ
く
の
こ
と

で
あ
る
が
、
私
の
申
す

こ
と
に
異
義
が
あ

っ
た

ら
御
指
摘
い
た
だ
け
れ

ば
、
幸
い
で
す
。
私
は

別
に
埋
蔵
文
化
財
の
発

掘
記
録
の
よ
う
に
大
学

で
考
古
学
を
専
門
と
し

て
履
修
し
、
大
学
院
程

度
の
レ
ポ
ー
ト
を
数
ケ

仕
上
げ
る
者
以
外
は
、

遺
物
を
と
り
扱
う
資
格

が
な
い
…
と
い
う
よ
う

に
縄
張
り
を
要
求
す
る

わ
け
で
は
な
い
が
、
自

分
史
の
よ
う
な
感
覚
で
、

公
共
機
関
を
利
用
し
人

の
声
に
耳
を
傾
け
な
い

知
的
作
業
に
、
我
慢
な

r

ら
な
い
わ
け
で
あ
る
。

目
下
、
教
育
困
難
学

校
で
、
教
育
問
題
に
係

る
身
と
し
て
学
問
の
体

系
に
生
徒
を
し
て
禁
欲

的
に
徒
わ
せ
る
こ
と
を

限
界
状
況
と
し
て
お
り
、

そ
の
効
果
に
自
信
を
も

つ
経
験
も
あ
り
、
敢
て

申
し
上
げ
る
次
第
で
あ

る
。さ
て
、
私
の
よ
う
な

嘆
き
は
い

つ
の
時
代
で

も
あ

っ
た
も
の
で
あ
ろ

う
か
。
故
伊
藤
泰
輔
氏

が
箕
工
の
事
務
を
し
て

お
ら
れ
た
昭
和
二
十
年

代
終
わ
り
、
高
校
の
ク

ラ
ブ
の
考
古
学
発
掘
を

強
く
非
難
さ
れ
、
そ
れ

や
こ
れ
や
や
が
て
伊
那

路

の
刊
行
と
な

っ
た
。

伊
那
路
も
今
、
復
刻
が

あ
る
か
ら
容
易
に
み
る

こ
と
が
で
き
る
が
、
こ

れ
す
ら
も
目
を
通
さ
な

い
で
歴
史
を
語
る
オ
ー

ソ
リ
テ
ィ
が
多
い
こ
と

に
カ

マ
ン
な
ら
な
い
こ

と
を
再
度
申
し
ヒ
げ
た

い
。
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 の
ニ
シ
ザ
ワ
デ
パ
ー
ト
五

階
催
事
場
で
第
14
回
伊
那

支
部
25
周
年
い
け
ば
な
展

を
開
く
。

`

●

幽

瓦囲

草
肥

」
≡
喧
…頻品品覆嵩‥儒…

原
伊
那
市
長

◇
12
日
▽
全
国
治
山
林
道

促
進
大
会

(東
京
)

小
沢
辰
野
町
長

◇
12
日
▽
辰
野
町
有
線
放

送
役
員
会
研
修

査▽
西
春
近
北
11
は
ぎ

・5

・

6
年
体
重
測
定

▽
西
春
近
南
11
4
年
長
野

見
学
◆
駒
ケ
根
市

▽
赤
穂
11
伊
那
擁
護
学
校

と
の
交
流
会

▽
赤
穂
東
‖
全
校
集
会
、

1

・
2
年
巡
回
映
画
、
1

年
体
重
測
定
、
5

・
6
年

歯
科
検
診

▽
東
伊
那
‖
体
育
集
会

◆
上
伊
那

▽
箕
輪
中
部
‖
5

・
6
年

視
力
検
査

▽
箕
輪
北
‖
6
年
体
重
測

定▽
箕
輪
西
11
6
年
山

の
下

草
刈
り

【中
学
校
】

◆
伊
那
市

▽
伊
那
‖
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種

▽
東
部
‖
授
業
参
観

日
、

P
T
A
文
化
講
演
会

▽
春
宮
11
全
校
朝
会

◆
駒
ケ
根
市

▽
赤
穂
11
非
難
訓
練
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

▽
東
‖
継
走
大
会

◆
上
伊
那

▽
箕
輪
‖
1
年
合
唱

コ
ン

ク
ー
ル

▽
宮
田
‖
イ
ン
フ
ル

エ
ン

ザ
予
防
接
種

花
輪

・仏

壇

・霊

枢

車

・美

術

品

フ

ジ

サ

ワ

造

母

・
三
澤
・全

心子
儀

こ
ろ
十

一
月
十

一
日
午
前

一
時
五
十
五
分
、

七
十
七
歳
に
て
永
眠
致
し
ま
し
た
。

伊
藤
宮
田
村
長

◇
12
日
▽
入
札

松
村
南
箕
輪
村
長

◇
12
日
▽
臨
時
議
会
▽
全

協

11

/

12

(
火

)

【小
学
校
】

◆
伊
那
市

▽
伊
那
11
3

・
4
年
体
重

測
定
、
ぎ
ょ
う
虫
検
査

▽
伊
那
北
11
5
年
工
場
見

学▽
伊
那
西
11
低
学
年
体
重

測
定
▽
新
山
1ー
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種

▽
美
篶
11
1

・
3

・
5
年

歯
科
検
診

▽
東
春
近
1ー
イ

ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種

▽
西
箕
輪
‖
ぎ
ょ
う
虫
検

で
ご
通
知
申
し
上
げ
ま
す
。

追
っ
て
葬
儀
は
左
記
の
通
り
相
営
み
ま
す
。

■

は、相撲悩理 の

竹 乃屋で

 

三

の

今
4

南 信 随 一 ・100年 の 歴 史 「
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●伊那本店 伊那市中央区竃東線872-3745
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運

勢

囲

一
月
生

積
極
的
に
行
動

せ
よ
。
好
機
あ
り
。
一一月

生

弱
気
は
禁
物
。
決
断

を
早
め
て
好
機
あ
り
。
三

月
生

周
囲
の
助
け
あ
り

順
調
。
慎
重
に
。
四
月
生

思
う
に
ま
か
せ
ず
、
あ

せ
ら
ず
に
。
五
月
生

チ
ャ

ン
ス
多
い
。
過
信
は
柱
預

 六
月
生

努
力
が
む
く
わ

れ
る
。
努
力
し
て
な
お
よ

し
。
七
月
生

全
て
に
順

調
。
積
極
的
に
。
八
月
生

運
気
に
恵
ま
れ
る
。
努

力
お
し
む
な
。
九
月
生

早
め
早
め
が
結
果
よ
し
。

冷
静
に
。
十
月
生

何
か

と
不
調
。
じ

っ
く
り
取
り

組
め
。
十

一
月
生

好
転

の
兆
し
あ
り
。
努
力
続
け

て
結
果
よ
し
。
十

二
月
生

先
手
必
勝
。
積
極
的
に

事
に
当
た
れ
。

お早 目にご予約下 さい。

●相撲固理

●日車綱理

●居樋綱理

,◎ 駐車場完備

燈鷹
智(0265)78-2844

(9!

営 業 時 間 －AM11:30～pM2:00pM5=oo～pMlo、nn

小人数様より80名 様まで

』 」 ㌢竺㌘灘 翻

税
に
関
す
る
標

語

入

選

作

品

平
成
3
年
度
税
に
関
す

る
標
語
入
選
作
品
は
次
の

と
お
り
。

▽
伊
那
税
務
署
長
賞

・

佳
作
11

「
税
金
は
住
み
よ
い
未
来

の
建
設
費
」

(丸
田
智
子

・

箕
輪
中
3
年
)
、

「納
税

で
築
く
明
る
い
住
み
よ
い

社
会
」

(倉
澤
徳
利

・
箕

輪
中
3
年
)
、

「税
金
は

僕
ら
の
未
来
を
乗
せ
て
い

る
」

(高
島
昭
彦

・
箕
輪

中
3
年
)
、
税
金
が
形
を

変
え
て
戸
車
ダ
ム
」

(中

山
み
ず
き

・
長
谷
中
2
年
)、

「
い
つ
ま
で
も
平
和
な
郷

土
税
金
で
」

(北
星

稜

・

 長
谷
中
2
年
)
、

「少
し

ず

つ
集
め
た
力
で
町
づ
く

り
」

(松
澤
潤
子

・
長
谷

中
2
年
)
、

「税
金
は
み

ん
な
の
く
ら
し
を
さ
さ
え

て
る
」

(白
鳥
剛

・
宮
田

中
1
年

)
、

「税
金
で
す

一
み
よ
い
ξ

し
あ
り
が
と

②

う
」

(有
賀
司

・
宮
田
中

1
年
)
、

「税
金
で
光
輝

く
国
づ
く
り
」
、

(保
科

潤

・
南
箕
輪
中
2
年

)
、

「
ま
も
り
ま
す
き
ち
ん
と

納
税
明
る
い
社
会
」

(丸

山
久
美

・
南
箕
輪
mT

年
)、

「税
金
で
国
が
み
ん
な
が

生
き
て
い
る
」

森

憂

・

高
遠
中
1
年

)、

「
払

っ

た
税
こ
こ
で
あ
そ
こ
で
役

に
立

つ
」

(片
岡
美
咲

・

高
遠
中
3
年
)
、

「税
金

は
明
る
い
暮
ら
し
の
お
手

伝
い
」

(池
田
志
津
子

・

東
中
1
年
)
、

「税
金
は

国
民
み
ん
な
の
潤
滑
油
」

(野
口
恭
輔

・
東
中
3
年
)

、

「
税
金
で
夢
と
暮
ら
し

を
広
げ
よ
う
し

(ぶ「
レ
美

砂

・
東
中
3
年

)、

「
税

金
は

一人

一人
の
心
か
ら
」

(上
山
延
博

・
中
川
中
2

年
)
、

「高
齢
化
社
会
支

え
て
く
れ
る
は
税
と
人
」

(片
桐
恵
～

・
中
川
中
2

11
>

ー
お
わ
り
ー

毎
月
1
日
は
「
や
き
と
り
の
日
」

(感
謝
デ
ー
)

素
通
り
す
れ
ば

タ
ダ

な
の

に

暖
簾
く
ぐ

っ
て

〇

百

円

そ
れ
で
も
安

い

○

○

の

味

営
業
時
間

午
後
五
時
～
十

一
時

鱈

 

や
き
と
り

麩

調0「 吉
00を 同

支術者募集

「/z

●
気

 正

着

伊
那
市
春
日
町

奮
⑱
8
7
1
9

防ぐ

 

完故ガス漏

たいせつな、ご家庭を24時間お守りします。
フマサ ガスセキュリティシステム

コル9「 仏i…三一
駒 ヶ根市北町23-1
TEL82・ ・4145顯 ㈱三 井 プ ロパ ンア ク

灯油、カス器具、住宅i

炭焼 きうなぎ

ボン・会席料理

炭火や

 

式
淋

風呂桶 ・風呂釜 ・スチン浴槽

味噌桶 ・漬物桶 ・ロジフタ・布

赤飯 大櫃 ・手櫃 ・3升 ・5升 ・

KOA本 社上

夜 間72-71

服は久保田テーラ

伊那市民会館通り
TEL⑫2635
東京店 渋谷 ・原宿

ディスプレイ

画 ・設計 ・施工

 

種

道

■アク リル.金 属

■ネオンサイン■

郡 南 箕輪 村 久 保
一3935FAX7
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両度国画函 国 国

放 送 局 の 都 合 に よ り 番組が変わることがあります。

長野放送一 テレビ信州
一ー 一一

oo@モ ーニングワイ ド

▽面目▽経済▽交通▽

列島中継▽スポーノほ。

黒 尺保裕 佐藤淳ほ,

㌻740地 域の話題

一 一 ー一 一'

00ニ ュースコール

柴田秀一 山岡三 子 亙

1

1

9

00圏 ビッグモーニング

▽話題探検▽ニュース

キャノチ▽因ほ,生 島

ヒロシ 寺田理恵 子ほ・

00小 公女セーラ圃

30団WorldUpl

ink露 木茂

大林典子 河野景子は,

745ひ らけ/ポ ンキ ッキ

　みんなともだち.

画 そらとふなかまほ,

15圏国君の名は◇30団

35〈 らしのジャーナル

▽平成"仲 人さん"事

情 ・幸せさがし手伝い

ます 町永俊雄アナほ。

830モ ーニングEye

▽アニマル ・マニア

▽ビテオレターは,

山本文郎 渡辺真理 ‡,

8.30回おはようナイスデイ

▽朝の衝撃 ノ緊急発生

事件 ・芸能情報ほ,

川端健嗣◇955買 物930團 お母さんと一緒◇歌 955番 組 フラ ノシュ

00国 会中継 「代表質問」

▽社会党▽自民党
～参議院本会議場

【中止】料理◇30婦人
η00団◇日本◇地域別

00水 戸黄門圃00隠 密 ・奥の細道
'黄 門さま

に似た男1「 母子に迫る非情剣L

東野英治郎 横内正ほ,佐 藤浩市 本郷直樹ほ,田
00京 都◇05お買物ランド00暮 らしを支える税

15皇 室アルバム15タ ーミナル◇25ガ イト

30白 身魚の揚げ煮◇因団30ス ピーク 野間脩平1>,、且

且

1
2
-

3
-

4
-

5
団
1

「

1155目 ◇57因

006n◇20山 陽道町並み

おもしろ探検東広島市
45閣国君の名は圃鈴木京香

00吉 村明宏のクイズラン00笑 っていいとも/

チTV何 で もお答え パスルに挑戦 ダウンタ

します 薬丸裕英◇目 ウン▽名付けまショー

oo国 会中継1代 表質問」

▽自民党
～参議院本会議場⑬

00花 を下さい 岡田奈々00ご きげんよう

30女 系家族 三林京子ほ,,小 森和子 大西結花ほか

45も っともあぶない夫婦30ま さか,私 が

oo国 会中継 「代表質問、

▽社会党

▽共産党 ・不破哲三
「7民社党 ・大内啓伍

～衆議院本会議場

【中継休止のとき】

200団 解説ぐ・15弁慶圃

300田 園◇05{S大 相撲

九州場所 「3日 目二

00き らめきワイド00団 ◇05夏 樹静子サスペ

▽不思議ハラエティー ンス圃 「故人の名刺一
ほ,佳 きん枝ほ,◇55団 浅田美代子 高樹濡㌦

003時 にあいましょう00回 タイム3徹 底追跡/

▽法律セミナー▽団ほ,今 日の特集 須田哲夫

峰竜太18か◇55案内 笠井信輔1▲,◇55料理

00レ ディス4高 崎一郎

岩崎美智子 小林節子

45ふ れ愛ライフ◇55番組

00圏バレーボールワール ド

カップ'91・女子

55回炎の闘魂児 ドッジ弾平

「打倒/球 小四天王」00団 ◇03團大相撲九州場

所 　3日臨

正面解説・押尾川

00マ マ・・ハ ・ブギ圃
「せつない恋」

浅野温子 織田裕二ほ,,

5,25ゲ ケケの鬼太郎圃

▽蜘茎赤舌の千年王国
006n◇10イ ブニングネッ

トワーク 各局の話題

フ暮 しの情報 ま,◇50因

00㊧ニュースの森00NBSス ーパータイム

荒川強啓 久和ひとみ ▽団▽因▽スポー ノ

30S8Cニ ュースワイ ド 黒岩祐治 林勇㌦

ooE7時 のニュース◇因

30NHK新 潟開局60周年

記念特集番組
「移動 ステー ジ新潟座

イン東頚城 ・大浦安物

語210X」 冠二郎

大和さくら 横尾三郎

晴山さお りほ,

oo特 選 ・ぶ らり旅
「北アルプス山里の秋

信州安曇野 梅津栄

30SBC特 集
「車椅子マラソンに初

挑戦、 金森博ほ。

ooサ サエ さん圃
「後始末は苦労です」
　
カソオの生活術」ほ。

30〔…ヨバ レーボiーノしワールド

カップ勺1・女子

「日本 ×ペルー」

ケス ト・中垣内祐一

泉川正幸 青山繁

解説 ・荒木田裕子
～岐阜メモ リアルセン

ター 司会 ・三屋裕子

中井美穂

oo鎌 倉恋愛委員会

「ちょっとアブナイ恋

をしませんか?」

西尾拓美ほ,ケ スト・
秋野太作 真行寺君枝

蓮肪 司会・藤井郁弥

本木雅弘◇54団8.45地 域別個▽目 8.54圓NBS団 ◇国国

101●

1

「1

00@ニ ュース"21"

▽団ダイジェス ト

▽特集 ・21

▽ クローズ ・ア ノブ

園田矢 森田美由紀

▽スポーツ 野瀬正夫

▽因 高田斎

00ギ ミア ・ぶれい く

▽超過激プ・レス軍団

FMWの 全貌/大 仁田

原の熱い闘いの 日々

▽ 日本列島を縦断!台

風19号 の残 した傷あと

を徹底検証!

ワ今週の赤城山

▽大好評アニメ"笑 ウ

せ えるすまん"

▽関口宏のよくば りカ

レンダー 大橋巨泉

竹下景子 森口博子ほ,

00回 なるほど/ザ ・ワー

ル ド ー荻野 目洋子のヨ
一回ノハ占い事1吉

塚正章 薬丸裕英

研ナオコ 錦織一清

田中義剛 吉村明宏

岡本夏生◇54団
00歴 史誕生・殿様の条件

②!加賀百万石の救世

主・前田利常 ・近世大

名の誕生」日本的管理

法の確立ほ。大江慎三郎

佐高信 高橋治ほ。38頁
45・視点 ・論点

00三 枝の愛ラブ/爆 笑ク

リニック 団地でちゃ

っか り金儲 けをす る妻

▽妻は,ワ ニ大好 き,

大雨大好 きの変わり者

▽ コリラのマスクで驚

かす夫/◇54団

1

1054団

1

1

00ミ ッドナイ トジャーナ

ノし きょうの顔

▽囎 ダイジュス ト

▽スポーツニュース

▽映像ボノクス

▽列島NOW

▽ホノトジャーナル

▽ニュース▽因

キャスター ・山根一真

道伝愛子 宮田修ほ。

1150個 ▽目(η58終 了)

00筑 紫哲也ニュース2300ニ ュースCOM木 村

▽田 浜尾朱美 太郎 長谷部真理子ほか

▽スポーツ 木場弘子25プ ロ野球ニュース

0.30㊨EPの 車はえらい/「 息詰まるこの一戦」

「カスタムカー ・ゴン 「東京野球マ ノブ」

グショー大会グ」rW杯 バ レーボール」

7.00ドキュメン ト東京物語0,30圏19XXr1981年 」
「乗って得する/豪 華 ⑳SOMEDAYほ,,

はとパ スツアー」高級LOO圏BANANACHI

フィノトネス体験▽珍PSLOVE

コース紹介/(7 .55)松 雪泰子ほ・匿璽]L30

1

■1一

5.30大 学受験◇圓キ ッズ

6,75◎朝6生 情報◇45団因

00ズ ームイ ン.〃朝!

▽団▽因▽スポーツ

▽ズームインズーム

▽英会話ほ,福 留功男

830◎ ルックルックこんに

ちは 芸能界最新情報

▽スターふるさと自慢
・山本晋也▽心のうた

岸部 シロー 米森麻美

oo国華の宴 五十嵐いつみ

山田吾一◇25テ レ生

30桃 太郎侍圃 「大名屋敷

に鬼二匹」高橋英樹㌦

7725回 ご存 し◇30圓昼の団

45団 因◇50番組◇55情 報

00回おもいッきりテ レビ

今日のホ ノトニュース

▽055ご ちそ うさま

麦 とオ クラのスープ

▽何の 日▽ちょっと聞

いてヨ/生 電話ほ,

00回2時 のワイ ドショー

▽豪邸訪問ほ,

羽川英樹 星由里子

00回キャッチ こだわりの

旅 小倉智昭 久能靖
45買 物◇50読売新聞団

00西 遊記圃 「夜と昼の妖

怪夫婦二堺正章

夏目雅子 西田敏行ほ・
00シ ー トン動物記

ウインディゴールの雁

30ル パン三世圃

00個個プラス1信州

相川浩 桜田順子

今村正大ほ,◇55囹因
00追 跡

[大食卓家族」

青島幸男 高見知佳
30回 美味しんぼ

「ジャンボ茶碗蒸し」

園井上和彦 荘真由美
00回 八百八町夢日記
「男泣き,別れ町」

和久田正明脚本 松尾

正武監督 里見浩太朗

風間杜夫 中田喜子
ベンガル 北原佐和子

長門裕之◇54団因
00今 夜のサスペンス

03国火曜サスペ ンス劇場

フルムーン旅情 ミステ

リー5一 やさしい嘘、

布勢博一 小木曽豊斗

脚本 斎藤光正監督

二谷英明 白川由美

ぺ野正平 平寒食

浅利香津代 山田文

西山浩司 岩本多代

大出俊 三輪優子

森朝子 不破万作

奥久俊樹日か
7ρ52ス ポーツ・トレイン

00圓 きょうの出来事

▽団▽目▽スポーツほか

桜井良子 保坂昌宏

55◎EXテ レビ

「EX裁 判」

被告:大 竹まこと

上岡竜太郎 島田神助

055あ すの朝刊

705新 車情報㊥1「スバル ・

アルシオーネSVX」

750因(7.55終 了)

圃'酬 放送0巨 魎 〔型 縫第2
00圓CNNデ イブレイク

30団 ◇45お 天気100%

00回や じうまワイ ド

▽新聞批評 と解説▽ ス

ポーツ・芸能▽中継因

三宅久之 藤田恵子ほ,、

一
ザ

能

ヨ
"

什云

シ

の

▽

グ

む

"

ン

す

ン

ニ
す

マ

一
尾

グ

モ

宮

ノ

▽

ビ

308

930二 人旅室蘭の動物達

とユニーク昆布◇番組

00百 万円クイズハ ンター

30暴 れん坊将軍

「春遠 し 凶賊の母」

松平健 浅茅陽子ほ,

η.30アメ リカ発グルメの旅

45ニ ュースライナー

7:00文 字 ニ ュー ス

9:00N・ 天 ◇ 街角 情 報
9.15新 車 情 報'91「 日

産 シー マ ・タ イ プ
lllリ ミ テ ッ ドL・

AV現 象 再 び!2

代 目登場 」
10:00文 字 ニ ュー ス
11:00N・ 天 ◇ くら しの

ガイ ド◇ 街角 情 報

11:15新 車 情 報'91

0:00文 字 ニ ュー ス
7:00N・ 天 ◇ 街 角 情報
7:15池 中 玄 太80キ ロ

「父 に贈 るカ ーネー
シ ョ ン」

8:田 文 字 ニ ュー ス
9.00N・ 天 ◇ 街 角 情報

g15池 中 玄 太80キ ロ
0:15文 字 ニ ュー ス

1:00N・ 天◇ 街 角 情 報
11:15池 中 玄 太80キ ロ

「父 に贈 るカ ーネ ー

シ ョン」

響1雪 囲
00白 身魚の昆布 じめ

75徹 子の部屋 ゲスト・

浜村淳◇55番組

00こ んにちは2時

▽火曜特集 水口義朗

キャシー中島◇55団

00必 殺仕事人 「情は人

のためにはならないか

?」藤田まこと◇買物
ooさ すらい刑事旅情編
rL特 急踊り子 ・最後

の旧婚旅行」宇津井健
00魔 法使いサ リー 「失わ

れたタクトの魔力.〃」

30特 警ウインスペクター

00ス テーシ ョンEYE

▽団▽因 内田忠男

松坂彰久ほか◇55因

00ビ デオあなたが主役

▽スクープ連発集

▽うちのサザエさんほヵ

有森也実 吉村明宏

兵藤ゆき そのまんま

東 渡辺徹◇ブリノジ

0σ 和田アキ子アワー

結婚するってホン ト?

▽ABブ ラザーズ ・中

山秀征の結婚披露宴!

田代まさし 兵藤ゆき

風見 しんこ うつみ宮

土理ほか◇54団

00必 殺仕事人・激突/
「弁天小僧のかんざ

し 高山由紀子脚本

松野宏軌監督 ・

藤田まこと 三田村邦

彦 滝田栄 高汐巴

ヰ村橋之助◇54因
00ニ ュー スス テー シ ョ ン

▽きょうの団

▽スポーツ団

▽きょうの特集
▽きょうの円相場

▽CNN▽ 因ほか

久米宏 田所竹彦

小宮悦子 飯村真一

η」5大 相撲ダイジェス ト

「3日 目」

45團ザ ・ホテル 「タイ」

52ト ウナイ ト 火曜特集

利根川裕 山崎尚子

寺崎貴司 雪野智世

0,47CNN小 牧ユカ

0.5旭 ナイ トライダー

「決死のレール ・ウェ

イ大走破 グ」(L52)

SVN

スペースビジョン

10:002丁 目えぷ りい亭
「爆笑一直線」

11.00花 月爆笑劇場
「トンビがタカ」

0:00ズ バ リ/悩 みおま
かせ

1:00ス ポーツビジ ョン
「SWCカ レッジバ
スケッ ト」

4.00八 方 の4時 はおま
かせ

5:002丁 目えぷ りい事
「お笑い新鮮組」

6100三 枝 ・きよ し
興奮 テレビ

7:001⌒ 生フットボー
ル(録 画)
立教大vs東 海大

9:30高 橋勝成のセ ンス
アップ ゴルフ

10:00花 月爆笑劇場
「最後の仕事」

11:00フ.ロ フッ トボー ノレ
アワーNFL'91

唖臼
6.00英 語L体 操◇健康圃

700英 会話 、露語◇中国語

800劃 できるこヘンへえ◇歌

8,3α固絵本 、45英語であそぼ

900闇 屋1小2音・圏つくって

930小1算 数・45小2道 徳

1000小5道 徳15あ んぜん

703α團かすと:い ってみよう

nOO小4社 会㌘15小6社 会

1130小5理 科ぐ45小6理 科

000英 語く10中学生物

025高 校生物圏/・40科学

700高 校 ・歴史てみる日本

130小5社 会45小6道 徳

2媚 第九をうたおう圃

230婦 人 木版画の年賀状

3.00手 話圃ぐ30育 児

4.00劃なかよく・パ5人形劇

430＼ ・へえ 数、できる

500⑬ お母さん圃'25圏 絵本

54(檀 英語であそぼH㌧ 料理

600ま んかて読む古典圃

6,30こ どもの発達相談

700高 校歴史てみる日本圃

7、30き ょうの健康糖尿病②

74壇 名園/50手 話団 郭

800現 代ジャーナル'ア ジ

アからの発言一ダン・

ダ・ウ'45解 説委員室

900料 理・2壇 名曲

930近 未来写真術篠山紀信

7α00英 会話ノ・伊語/4σ独語

η00テ ビノト・アノテンボ

ローの生きものたちの

挑戦⑫圃子を守る戦い

1745手 仕事、・5垣花7158

600モ ーニングワイド

8}5留 君の名は 鈴木京香ほ,、

830日 本 ・小さな旅名作選

900圓TV絵 本◇15圓できる

93α圓ともだち◇45圓英語n

lOOα固おかあさん◇25⑳うた

lo30育 児カレンダー

η00き ょうの料理

n25婦 人百科◇55因

gool喧 ◇20圓ボナンザ
川掴 大相撲九州場所

「3日 目」

～福岡国際センター

500ハ イビジョン実験放送

600ガ ンバの冒険

名探偵ホームズ

65壇 ヤングバ トル◇57番組

70σ旦7時 のニュース◇目

7媚 小さな旅紀行 ・日本 ・

峠の秋 「逢坂峠一小広

峠(中 辺路町)紀 州の

秋吋稲畑汀子ほ,

800沢 田研ニスペシャル

ドラマ 「幸福な市民一

沢田研二 藤真利子

麿赤児 順みつきほ,

93(周 とっておきビジュアル
・ヒッ ト曲集

OOO唖 葡星映画劇場・サスペ

ンス映画⊇レクション

報

道

・
記

録

.

☆
S
B
C
特
集

「走
れ
!
風
を
裂
い
て
～

車
イ
ス
マ
ラ
ソ
ン
～
」

信
越
放
送
後
7

・
30

11
月
4
日
、
九
州
、
大

分
市
で
大
分
国
際
車
椅
子

マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開
か
れ

た
。
今
年
で
11
回
目
を
迎

え
、
世
界
33
か
国
か
ら
5

0
0
人
近
く
が
参
加
し
た
。

こ
の
大
会
に
、
長
野
県

か
ら
も

一
人
の
男
性
が
参

加
し
た
。
下
伊
那
郡
上
郷

町
の
自
営
業

・
金
森
博
さ

ん

(46
歳
)
で
あ
る
。
13

年
前
、
交
通
事
故
に
遭

い

脊
椎
を
損
傷
し
た
金
森
さ

ん
は
、
そ
れ
以
来
、
車
椅

子
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
間
、
奥

さ
ん
と
の
離
婚
な
ど
様
々

な
苦
労
を
経
験
し
た
。
し

か
し
、
根
が
明
る
い
金
森

さ
ん
は
、
現
実
を
受
け
止

め
見
事
に
立
ち
直

っ
た
。

障
害
が
取
り
持

つ
縁

で
、

現
在

の
奥
さ
ん
と
再
婚
、

仕
事
の
傍
ら
車
椅
子
の
マ

ラ
ソ
ン
に
挑
戦
す
る
毎
日

を
送

っ
て
い
る
。

ド

ラ

マ

☆
八
百
八
町
夢
日
記

男
泣
き
、
別
れ
町
』

テ
レ
ビ
信
州
後
8

・
00

黒
履
面
の

一
団
に
襲
わ

▽バ

論

・
饗

講

.

.

パ

ブ

心

}

、
、
"

ト

ぬ

　

イ

簿

パ
㌘

れ
絶
命
し
た
大
番
組
頭

・

高
島
伊
織
の
死
体
が
抜
刀

し
て
い
な
い
状
態
で
発
見

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
高
島

家
は
家
禄
を
没
収
さ
れ
、

役
宅
、
知
行
地
共
に
召
し

上
げ
ら
れ
た
。

『
え
ん
ま
』
の
な
じ
み

客
で
高
島
家
の
中
間
だ

っ

た
又
八
の
話
に
よ
る
と
、

高
島
の
妻

・
り

つ
と
伜
の

小
太
郎

(勝
見
和
也
)
は

借
金
住
ま
い
を
始
め
る
と

の
こ
と
。
又
八
は
夢
之
介

ら
に
生
涯
り
つ
ら
に
仕
え

る
と
誓

っ
て
い
た
。

12日

④'恐 怖の一夜 、

(1950年 ア メリカ)

マー ク・ロブソン監 督

ダナ ・ア ン ドリュース

フアー リー ・グレンジ

ャー ジョン ・エバ ン

ス ロバー ト・キース

広口 匿璽(120分)

000沢 田研ニスペシャル

ドラマ 「恋人よ,わ れ

に帰れ」大竹 しのふ㌦

2.30ウ ル トラマンレオ

3.00⑬プライム10◇4壇 音楽

4.00学 校放送

500⑬ クラシック◇31圏番組

535健 康◇50体操(6,00)

⑦
押Hκ

衛星第1

5.00英BBC団 ◇30仏団

6.媚 米団◇媚 日本経済圃

700帽NY経 済◇媚 英田

800口 独・米団◇媚 仏団

9.00ロソ遠田◇媚 米団

1000ロアジア団 香港▽中国

nOO英ITN団 ◇1(周株式

n.3αコ世界のTV◇55圏 因

00σE米CNN団 ◇30圓番組

L媚 米PBS団 ◇55副因

2.00口世界TV圓 ◇3α米情報

300厘1米CNN団 ◇25圏情報

3.30東 京マーケット情報

4.00日 本列島 ・ふるさと発

5,00團大相撲九州場所3日 目

6,00⑬エンタ団◇圓 日本経済

7媚 トNFL「 パイキングス

×ベアーズ」

9.30ト ゥディズ・ジャパン

7σ00口世界団◇η2(檀特集

0.00画工ンタ団◇ロアジア団

LOOワ ール ドチャンピオン

シップテニス～ ドイツ

0(放 送延長の場合有)

3,3α∋米インサイ ド情報圃

400米 団◇30独団(5,00)

身 近 な 話 題 を お よ せ 下 さ い 。伊那毎日新聞・箕輪毎日新聞・駒ヶ根毎日新聞 智72一綱01㈹

Tuesday

輌

'

☆
鎌
倉
恋
愛
委
員
会

『
ち
ょ

っ
と
ア
ブ
ナ
イ
恋

を
し
ま
せ
ん
か
?
』

信
越
放
送
後
8

・
00

電
車
の
中

で
鋭
い
目

つ

き
で
女
の
脚
の
品
定
め
を

し
て
い
る
男
、
脚
田
好
男

(秋
野
太
作
)
。
彼

の
求

め
る
理
想
の
女
性
と
は
究

極

の
脚
線
美

の
持
ち
主
。

今

日
も
電
車
の
中
、
道
端

て
け
美
し
い
脚
を
求
め
て

さ
ま
よ
い
歩
く
。

そ
ん
な
彼
の
職
業
は
靴

屋
さ
ん
。
女
性
の
靴
専
門

店

の
店
長
を
し
て
い
る
。

そ
の
店
に
は

一
足
の
赤
い

ハ
イ
ヒ
ー
ル
が
展
示
し
て

あ
る
。
こ
の
靴
は
非
売
品

持
ち
主
は
主
こ
そ
自
分
の

理
想
の
人
だ
、
と
太
脚
田

は
信
じ
て
い
た
。

☆
必
殺
仕
事
人

・激
突
-
・

「弁
天
小
僧
の
か
ん
ざ
し
」

長
野
朝
日
後
9

・
00

違
憲
饗

z蜜

㍍

澱
慰

.
、

〔響融
江
戸
じ
ゅ
う
の
子
女
を

仰
天
さ
せ
る
大
事
件
が
起

き
た
。
今
を
と
き
め
く
人

気
女
形
、
瀬
川
菊
之

(扇

幸
次
郎
)
と
さ
る
お
屋
敷

の
奥
女
中
、
梅
枝
が
心
中

し
て
果
て
た
の
だ
。

そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し

て
か
げ
ま
茶
屋
に
注
文
の

箸

を
届
け

に
行

っ
た
秀

(三
田
村
邦
彦
)
は
、
今

は
亡
き
菊
幸
の

一番
弟
子
、

菊
次
郎

(高
汐
巴
)
が
か

げ
ま
に
な

っ
て
い
る
の
を

見

つ
け
る
。

そ
の
秀
が
奇
妙
な
事
件

に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
う
。

遊
び
人
の
清
二

(白
川
明

彦
)
が
何
者
か
ら
斬
り
殺

さ
れ
、
大
川
端
に
あ
が

っ

た
の
だ
が
、
清
二
は
な
ぜ

か
秀
の
作

っ
た
替
を
手
に

握
り
し
め
て
絶
命
し
た
。

☆
火
曜
サ
ス
ペ
ン
ス
劇

場フ
ル
ム
ー
ン
旅
情
ミ
ス
テ

リ
ー
⑤

「や
さ
し
い
嘘
」

テ
レ
ビ
信
州
後
9

・
03

新
聞
の
グ
ル
メ
記
事
を

し
ば
ら
く
し
て
、
夢
之

介
は
、
仕
事
を
し
よ
う
と

す
る
り

つ
や
又
八
を
裏
で

妨
害
す
る
何
者
か
が
い
る

こ
と
に
気
付
い
た
。

で
、
そ
れ
に
似
合
う
足
の

見
て
東
北
路
ヘ
フ
ル
ム
ー

ン
旅
行
に
出
た
元
大
学
教

授

・
中
井
公
平
、
彩
子
夫

婦
が
、
や
っ
と
松
島
の
磯

料
理
店
に
到
着
し
た
。
記

事
中
東
北
随

一
と
絶
賛
さ

れ
た
そ
の
店

『星
治
』
の

店
内
。
好
奇
心
い
っ
ぱ
い

の
公
平
ら
は
、
店
の
主
人
・

服
部
星
治

(平
泉
成
)
と

信
子
の
間
に
な
ぜ
か
険
悪

な
ム
ー
ド
が
漂

っ
て
い
た

の
を
思
い
出
し
た
。

刑
事

の
話
に
よ
る
と
、

信
子
は
殺
人
罪
で
7
年
ほ

ど
刑
務
所
に
い
た
と
の
こ

と
。
公
平
ら
は
、
ホ
テ
ル

で
知
り
合

っ
た
仙
南
医
大

教
授

・
松
尾
清

(大
出
俊
)

を
、
学
長
選
挙
が
ら
み
で

取
材
し
て
い
た
と
い
う
雑

誌
記
者

・
重
田
哲
夫

(火

野
正
平
)
が
急
に
取
材
対

象
を
信
子
に
移
し
換
え
た

と
聞
き
、
重
田
と
信
子
の

濾

＼

'蓼

ご
だ

壕
～
、

噸

轟
熟

　
h℃

壁

間
に
何
か
が
あ
る
と
に
ら

ん
だ
。
ク

イ

ズ

亀

☆
ゲ
ー
ム
数
字
で
Q

「
テ
ー
マ
は
料
理

・
主
婦

と
88

・
1
4
4
円
の
謎

の

-
関
係
は
?
」

　

'

N
H
K
総
合
後

7
・
30

∵

.

　

旅
行
先

の
東
北

で
殺
人

}

事
件
に
遭
遇
す
る
彩
子
役
。

犯
人
捜
し
の
鍵
と
な
る
夢

の
シ
ー
ン
で
十
二
単
襲
を

・・.…
三

披
露
。
意
外
に
も
時
代
劇

の
経
験
は
な
い
。

「
台
風

続
き
だ

っ
た
の
に
こ
の
日

白

川

由

美

だ
け
晴
れ
た
の
。
初
め
て

火
曜

サ
ス
ペ
ン

ス
劇
場

の
平
安
調
も
気
持
ち
よ
か
っ

「や
さ
し
い
嘘
」

た
わ
。
時
代
劇
に
も
挑
戦

夜
9

・
03
テ
レ
ビ
信
州

し
よ
う
か
し
ら
」
。

わ
た
し
た
ち
の
生
活
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
∧
数
字
〉
で

彩
ら
れ
て
い
る
。

今
回
は

『料
理
　
を
テ
ー

マ
に
数
字
が
語
る
情
報
を

ク
イ
ズ
と
ト
ー
ク
で
楽
し

ん
で
頂
く
。

主
婦
に
と

っ
て
は
毎
日

頭
を
悩
ま
せ
る
の
が
料
理

の
献
立
。
若
い
女
性
に
と

っ

て
は
花
嫁
修
業

の
必
須
科

目
。
ま
た
最
近
は
料
理
に

凝
る
男
性
も
増
え
て
い
る

と
か
…
…
。

『料
理
』
に
関
し
て
く

数
字
V
か
ら
探

っ
て
み
る

と
意
外
な
側
面
が
見
え
て

く
る
。

☆

「な
る
ほ
ど
!
ザ

・

ワ
ー
ル
ド
」

長
野
放
送
後
9

・
00

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
ブ
ー
ム

の
占
い
や
お
ま
じ
な
い
を

国穗ステレオ放送
回ま爾音声が英悟
固まその他の二か剛直放送
圏穗参宮放送
團ま文字参宮放送
躍まモノク0放送
まクリアピジョン放送回
冠至]はノーカット放送
赤文字は樋
口1一 間変更の場合あリ
●は放送中止の場合あり

…'"● 特選・牛肉のおかず牛細切り肉と春雨のピリ辛煮`… …'

●夜900-925NHK教 育

牛肉を使った中華風料理5品
を紹介。「牛細切り肉と春市のピ
リ辛煮」は牛肉に酒、塩で下味

をつける。水溶き片栗粉を加え
トウノヘノノヤノ

軽く妙めておく。豆粥醤を蝕め、
たし汁、春雨、酒、しょうゆを

加えて煮る。肉を入れ、煮立った
らネキ、サヤインゲンを加える。._・.

安 心 きわ めて・ 新

スー'←かん保険

継蹴倒協7
〒399-41む(0265)83-3006

荻
野
目
洋
子
が
体
験
、
リ

ポ
ー
ト
す
る
。

フ
ラ
ン
ス
で
売
れ
て
い

る
本

「
ボ
ワ
イ
ヤ
ン
」
は
、

4
0
0
人
も
の
占

い
師
を

ラ
ン
ク
分
け
し
た
ガ
イ
ド

ブ

ッ
ク
。
三

つ
星
の
ジ

ョ

ア
ン
ナ
さ
ん
と
、
ノ
ス
ト

ラ
ダ
ム
ス
の
子
孫
と
い
う

ド
ゥ
ビ
ン
さ
ん
を
訪
ね
た

荻
野
目
は
、
ガ
イ
ド
ブ

ッ

ク
の
正
確
さ
に
感
心
す
る
。

占

い
・
魔
術
師
が
15
万

人
も
い
る
と
い
う
イ
タ
リ

ア
で
は
、
ピ
ザ
&
ス
パ
ゲ

テ
ィ
占
い
を
受
け
る
。

馬競蕃農事
〔順 不 同〕

金属 焼付 ・プラスチ ック

精密板金 ・粉 体

O難 吉本 塗装
上伊那郡飯島町本郷26ＴEL86-2346

FAX86-2954

⑨ 赤 穂 信 用 金 庫

理 事長 太 田 泰 儀

専務理事 渋 谷

常務理事 小 林

敦

直

士

信

明 日 を 創 る.イノ

㈱創和建築設計事務所
代 表 取 締 役 小 河 節 郎(… 級建i剰:)
取締役塩尻支店長 一 ノ 瀬 弘 志(一 級建築1:)

設 計 課 長 伊 東 和 典(一 級建築1:)

設 計 書… 任 江 上 聡(一 級建築L)

箕輪 町 大字 中箕輪14016TEL(0265)79-4966㈹

塩 尻 市 泉 町8-19TEL(0263)52-8972(代)

`

▲伊那信用金庫
理 事長 米 山 正 夫

専務理事 福

常務理事 熊

沢 次 雄

谷 勝 昌
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一
　

共通版 (第 三 種郵 便物認 可)(定 価1部40円1カ 月1000円)

伊那市消防団

25台 の消防車が出場、アイデア競 う

平成3年11月12日(火 曜 日)(5)

内市 パ レー ド も防火広報 コンクール実施 、

【伊
那
】

平
成
三
年
度
伊
那
市
消

防
団
防
火
広
報

コ
ン
ク
ー

ル
が
、
九
日
午
後
伊
那
市

営
球
場
北
側
駐
車
場
で
お

こ
な
わ
れ
、
市
内
の
八
分

団
各
三
部
と
伊
那
消
防
署

か
ら
防
火
P
R
の
た
め
に

さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
こ
ら

し
た
計
二
十
五
台
の
消
防

車
が
出
場
し
て
、
そ
の
広

報
力
な
ど
を
競

っ
た
。

こ
れ
は
、
九

日
か
ら
は

じ
ま

っ
た
秋
の
火
災
予
防

週
間

(十

一
日
ま
で
)
中

の
予
防
運
動
の

一環
と
し

て
、
消
防
団
員
自
身

の
工

夫
に
よ
る
広
報
技
術

の
向

上
や
火
災
予
防
思
想

の
高

揚
を
図
ろ
う
と
お
こ
な
わ

れ
た
も
の
で
、
こ
の
日
は

市
内

の
消
防
団
員
や
消
防

署
員
ら
百
六
十
人
余
が
参

加
。
P
R
用
に
に
ぎ
や
か

に
飾
ら
れ
て
勢
揃

い
し
た

消
防
車
の
列
を
前

に
あ
い

さ

つ
に
立

っ
た
御
子
柴
竜

一消
防
団
長
は

「高
齢
化

な
ど
社
会
状
況
の
変
化

に

よ
り
、
火
事
に
な
れ
ば
必

ず
犠
牲
者
が
出
る
よ
う
に

な

っ
て
き
た
。
こ
れ
を
機

に
自
分
の
と
こ
ろ
か
ら
火

事
を
出
さ
な
い
、
発
生
し

}
景風審 査

・ズ

ー
趣,

ヒ

、

人
(

・
曇
声
璽

}豆

て
も
最
小
限
に
食
い
止
め

る
よ
う
精

一
杯
努
力
を
」

と
団
員
ら
を
激
励
し
、
火

災
予
防

へ
の
協
力
を
呼
び

か
け
た
。

出
場
し
た
二
十
五
台
の

消
防
車
は
、
相
撲
界
の
若

貴
兄
弟
人
形
を
乗

せ

て

「
火
災
は
ま

っ
た
な

し
」

と
訴
え
る
も

の
や
、
子
供

た
ち
に
も
わ
か
り
や
す
い

よ
う
に
と
ア
ニ
メ
の
人
気

者
ち
び
ま
る
こ
ち
ゃ
ん
や

ウ
ル
ト
ラ

マ
ン
、
く
じ
ら

な
ど
を
乗
せ
た
も
の
、
燃

え
上
が
る
茅
葺
き
屋
根

の

家
を
そ
っ
く
り
再
現
し
て

瞳
市内をパレー ド

 

消
防
車
の
上
に
据
え
た
も

の
な
ど
ど
れ
も
目
を
引
く

力
作
揃
い
で
、
車
の
側
面

に
は

「
た
き
火

に
注
意
」

「
タ
バ

コ
の
不
始
末
火
事

の
も
と
」

「
火
は
魔
物
」

な
ど
消
防
車
に
乗

っ
た
人

形
や
テ
ー
マ
に
合
わ
せ
た

標
語
も
書
か
れ
た
。

審
査
は
消
防
署
長
、
警

察
署
長
ら
関
係
者
に
よ

っ

て
広
報
力
や
作
品
の
バ
ラ

ン
ス
、
表
現
力
な
ど
を
ポ

イ
ン
ト
に
お
こ
な
わ
れ
、

消
防
車
に
茅
葺
き
屋
根
の

家
を
乗
せ
た
第
八
分
団
三

部

(福
島
)
が
最
優
秀
賞
、

ド
ラ
ム
缶
三
つ
を
使

っ
て

作

っ
た
巨
大
な
消
火
器
を

乗
せ
た
伊
那
消
防
署
と
第

六
分
団

三
部

(
西
箕
輪
)

が
優
秀
賞

に
そ
れ
ぞ
れ
選

ば
れ
た
。

ま
た
、

コ
ン
ク
ー
ル
終

了
後
は
出
場
し
た
二
十
五

台
の
消
防
車
と
参
加
者
全

員
が
消
防
音
楽
隊
の
先
導

で
市
内
を

パ
レ
ー
ド
し
、

火
災
予
防
を
訴
え
た
。

今
年
も
終
わ
り
近
づ
く

年
末
調
整
説
明
会
実
施
中

【伊
那
】

今
年
も
残
す
所
、
二

ヵ
月
足
ら
ず
に
な
り
、

各
地
で
税
務
署
に
よ
る

平
成
三
年
度
年
末
調
整

説
明
会
が
開
か
れ
て
い

る
。七
日
は
伊
那
合
同
庁

舎
講
堂
で
午
前
と
午
後

に
分
か
れ
て
、
電
算
機

使
用
事
業
所
で
従
業
員

百
人
以
上
の
法
人
、
官

公
庁

・
支
店
法
人
を
対

象
に
開
か
れ
、
二
百
六

十
四
事
業
所
の
労
務
担

当
者
三
百
人
が
参
加
し

た
。
最
初
は
ビ
デ
オ
で

年
末
調
整
の
仕
方
に
つ

い
て
学
習
し
、
続
い
て
、

税
務
署
の
担
当
者
か
ら
、

年
末
調
整
の
趣
旨
や
、

対
象
者
、
昨
年
に
比
べ

て
変
わ
っ
て
点
な
ど
の

説
明
を
受
け
た
。

年
末
調
整
作
業
は

一

年
に

一
度
の
大
仕
事
と

あ
っ
て
、
労
務
担
当
者

は
真
剣
に
ビ
デ
オ
を
見

た
り
、
説
明
に
耳
を
傾

け
て
い
た
。

昨
年
と
比

べ
、
大
輪

な
改
正
点
は
な
い
が
∵

住
宅
取
得
特
別
控
除
制

度
に
つ
い
て
、
そ
の
適

用
の
対
象
と
な
る
借
入

金
の
年
末
残
高
の
限
度

額
が
三
千
万
円

(
改
正

前
二
千
万
円
)
に
引

き

上
げ
ら
れ
る
と
と
も
に
、

そ
の
控
除
額
が
白取
高
二

十
五
万
円

(
改
正
前
二

合、話題
お客様に喜ばれて

屋 外 文字放 送

お 申 し込 み は

智(0265)72-4

ぐ
万
円
)

に
引
き

上
げ

ら
れ
た
。

[、・公
的
年

金

等

の
範
囲

に
中
小
企
業

退
職
金
土
ハ済
法

に
基

づ

き
分
割
払

い
の
方
法

に

真剣に説明を聞く労務担当者ら

 

よ
り
支
給

さ
れ
る
分
割

退
職
金
が
含

ま
れ
る
よ

う
に
な

っ
た
な
ど
。

16
日
に
市
民
会
館
で

父
母

.市
民

.教
職
員

の
集
い

【
伊
那
】

一
第
十
六
回
上
伊
那
郡

の
子
ど
も
た
ち
に
ゆ
き
と

と
い
た
教
育
を
す
す
め
る

父
母

・
市
民

・
教
職
員
の

ん熱 弁

 

さ

況舌
、
、
'座

NHKの 加賀美
伊 那 市 の 市 民 講

【
伊
那
】

伊
那
市
公
民
館
運
営
協

議
会

・
伊
那
公
民
館
振
興

協
力
会
主
催
に
よ
る
市
民

講
座
が
こ
の
ほ
ど
、
伊
那

市
武
道
館
で
N
H
K
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
加
賀
美
幸
子
さ

ん
を
講
師
に
開
か
れ
た
。

加
賀
美
さ
ん
は
N
H
K

に
昭
和
三
十
八
年
入
社
、

以
来
約
三
十
年

「
ニ
ュ
ー

ス
」
、
バ
ラ
エ
テ
ィ

「
テ

レ
ビ
フ
ァ
ソ
ラ
シ
ド
」

、

大
河
ド
ラ
マ
「峠
の
群
像
」

の
ナ
レ
ー
タ
ー
、

「
日
曜

美
術
館
」
等
に
幅
広
く
活

躍
、
現
在
は

「く
ら
し
の

一
分
メ
モ
」

「私
の
歌
日

記
」
を
担
当
し
て
い
る
。

今
日
の
演
題
は

「
こ
と

ば
と
く
ら
し
一
仕
事
を
通

じ
て
考
え
る
こ
と
」
担
当

し
た
番
組
を
通
じ
て
、
言

葉
に
対
し
て
の
思
い
入
れ

講演する加賀美さん

 

を
約
二
時
間
話
し
、
会
場

を
埋
め
た
約
二
百
五
十
人

の
聴
衆
は
加
賀
美
さ
ん
の

や
さ
し
い
、
温
か
い
語
り

口
に
魅
了
さ
れ
た
。

「
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し

て
言
葉
を
生
業
に
し

て
、

言
葉
と
と
も
に
人
生
を
歩

ん
で
き
た
。
言
葉
に
よ
せ

る
思
い
を
語
り
た
い
」
と

話
し
始
め
、
土
庄
則

ニ
ュ
ー

ス
は
男
性
ア
ナ
と
い
う
時

代

に
ニ
ュ
ー
ス
番
組
を
担

当
し
、

「女
性
で
も
で
き

る
の
か
と
、
回
り
が
疑
心

暗
鬼
で
あ

っ
た
。
服
装
に

な
ど
か
ま
わ
ず
、
い

つ
も

地
味
な
服
装

で
内
容
を
ど

の
よ
う
に
伝
え
る
か
、
そ

の

一点
に
絞
り
、
仕
事
を

し
て
き
た
が
、

一
度
派
手

な
洋
服
で
出
演
し
た
と
た

ん
、

『
派
手
な
ブ
ラ
ウ
ス

に
び

っ
く
り
し
て
、
内
容

が
わ
か
ら
な
か

っ
た
』

と
い
う
電
話
を
い
た
だ
い

た
。
そ
の
時
、
話
す
と
い

う
こ
と
は
言
葉
を
た
だ
伝

え
る
だ
け
で
な
く
、
服
装
、

髪
型
、
息
づ
か
い
全

て
で

話
し
て
い
る
こ
と
に
気
が

つ
い
た
。
そ
し
て
、
人
は

自
然
で
な
い
も

の
に
強

い

拒
否
反
応
が
あ
る
こ
と
も
。

ど
う
自
然
に
伝
え
る
か
、

い
か
に
自
分
ら
し
く
ふ
る

ま
え
る
か
を
考
え
た
」

大
河
ド
ラ
マ

「峠
の
群
像
」

の
ナ
レ
ー
タ
ー
を
務
め
た

時
、

「
ナ
レ
ー
タ
ー
は
目

立
ち
過
ぎ
て
も
、
足
り
な

く
て
も
良
く
な
い
。
人
と

人
と
の
関
係
は
過
ぎ
て
空

し
く
、
足
り
な
く
て
も
ど

か
し
い
。
ほ
ど
ほ
ど
が
肝

心
。
親
子
の
間
も
学
校
も

職
場
も
過
ぎ
た
り
、
足
り

な
か

っ
た
り
す
る
と
い
さ

か
い
が
起
こ
る
」
と
示
唆

に
富
む
。

ま
た
、
不
遇
な
時
代
に

古
典

と
の
出

会
い
か

ら

「
古
典

は
言
葉

の
宝
庫

、

す
て
き
な
言
葉
が

い
っ
ぱ

い
。
色

一
つ
取

っ
て
み
て

も
、
あ
さ
ぎ
、
も
え
ぎ
、

紅
な
ど
数
限
り
無
く
あ
り
、

登
場
す
る
人
物
も
現
代
的

で
清
少
納
言
の
言
う
こ
と

な
ど
漫
画
の
サ
ザ

エ
さ
ん

の
よ
う
に
楽
し
い
。
今
も

昔
も
ち

っ
と
も
、
人
間
の

感
性
は
か
わ
っ
て
い
な
い
」

と
感
じ
、

「古
典
の
中
に

現
在
を
生
き
る
鍵
が
あ
る

の
で
は
」
と
話
し
た
。

さ
ら
に
加
賀
美
さ
ん
は

聾
唖
の
子
供
た
ち
か
ら
言

葉

の
大
切
さ
を
痛
感
し
、

言
葉
に
傲
慢

に
な
っ
て
い

た
と
反
省
し
て
、

「言
葉

は
伝
え
る
道
具
だ
け
で
な

く
考
え
る
道
旦
已
と
い
う
。

日
曜
美
術
館
担
当
し
、

「絵

に
向
か
い
合

っ
て
い

る
と
絵

の
言
葉
が
聞

こ
え

る
。
様
々
な
メ

ッ
セ
ー
ジ

を
送

っ
て
く
る
。
絵
ば
か

り
で
な
く
、
道
端
の
パ
ン

ジ
ー
、
自
然
か
ら
も
メ

ッ

セ
ー
ジ
は
届
く
。
身
の
回

り
を
見

つ
め
、
言
豊
作捜
し
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
捜
し
を
し
て

い
る
と
、
心
が
柔
ら
か
く

な
り
、
人
の
事
が
思
い
や

れ
て
、
人
の
言
葉
が
聞
こ

え
て
く
る
」
と
話
し
た
..

伊
那
市
で
の
開
催
は
2
回
目

上
伊
那
救
援
美
術
展

【伊
那
】

「人
々
の
連
帯
を
も
と

め
無
実
の
人
を
救
う
」
を

目
的
に
上
伊
那
救
援
美
術

展
が
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

三
階
ホ
ー
ル
で
八
日
、
九

日
、
十
日
の
三
日
間
開
か

れ
て
い
る
。

救
援
美
術
展
が
全
国
各

地
を
巡
回
し
て
開
か
れ
て

・
・
フ

・研ぐ
ξ

泊

盛況の上伊那救援美術展 山田武夫画伯

い
る
が
伊
那
市
で
開
催
さ

れ
る
の
は
二
回
目
。
現
代
、

の
著
名
画
家
百
人
か
ら
救

援
運
動
資
金
カ
ン
パ
の
た

め
寄
贈
さ
れ
た
二
百
点
が

展
示
さ
れ
て
い
る
。
入
場

は
無
料
だ
が
、
作
品
は
応

分
の
カ
ン
パ
で
譲
り
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
。

日
本
画
で
は
直
原
玉
書
、

山
口
吉
旺
他
、
洋
画
で
は

井
上
長
三
郎
、
大
野
五
郎
、

熊
谷
守

一
、
小
松
益
喜
、

小
山
退
助
、
田
川
勤
次
、

鳥
居
敏
文
、
永
井
潔
、
中

谷
泰
、
貫
名
獅
郎
、
山
田

武
夫
、
吉
井
忠
他
、
彫
塑

は
西
常
雄
、
本
郷
新
他
、

書
は
長
谷
川
遅
牛
他
、
陶

芸
は
江
口
滉
な
ど
、
各
界

の
重
鎮
、
も
し
く
は
中
堅

以
上
の
著
名
な
画
家

の
力

作
が
並
ん
で
い
る
。
長
野

県
出
身

の
帝
銀
事
件

の
平

沢
光
彩

(貞
道
)
の
日
本

画
も
展
示
さ
れ
て
い
る
。

日
本
画
の
日
本
南
画
院
、

日
本
美
術
会
、
洋
画
は

一

水
会
、
日
本
美
術
会
、
自

由
美
術
協
会
、
春
陽
会
行

'
動
美
術
等
々
の
各
会
派
の

多
彩
な
作
品
二
百
点
が

一

堂
に
展
示
さ
れ
、
無
料
で

鑑
賞
で
き
る
機
会
は
め

っ

た
に
な
い
。
主
催
の

「上

伊
那
救
援
美
術
展
実
行
委

員
会
」
は

「日
本
の
著
名

な
作
家
百
人
が

『無
実
の

人
を
救
う
た
め
に
、
民
主

主
義
と
基
本
的
人
権
の
確

立
の
た
め
に
』
心
を
こ
め

て
製
作
出
品
さ
れ
た
貴
重

な
作
品
を
ぜ
ひ
、
こ
の
機

会
に

一
人
で
も
多
く
、
鑑

賞
し
て
頂
き
、
も
し
、
気

に
入
っ
た
絵
が
あ
っ
た
ら
、

応
分
の
カ
ン
パ
で
お
持
ち

く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け

て
い
る
。

ま
た
、
会
場

に
は
開
催

中
、
洋
画
家
の
山
田
武
夫

画
伯
も
お
り
、
親
し
く
、

絵
に

つ
い
て
の
話
も
聞
け

る
。
山
田
画
伯
は
門
真
市

在
住
、
今
回
四
点
の
風
景

画
等
が
出
品
し
て
い
る
。

山
田
画
伯
は

「
一
年
間

に
十
点
ほ
ど
協
力
し
て
い

る
が
、
同
じ
画
家
と
し
て

帝
銀
事
件
に
関
心
も
高
く
、

平
沢
光
彩
が
獄
中
死
し
た

こ
と
が
残
念
だ
。
ま
た
、

松
川
事
件
は
国
鉄
や
東
芝

か
ら
も
検
挙
者
が
出
て
関

心
が
あ

っ
た
。
無
実
の
罪

で
泣
い
て
い
る
人
を
救
う

た
あ
に
、
こ
の
よ
う
な
場

を
通
じ
て
多
く
の
人
が
冤

罪
事
件
に
関
心
を
持
ち
、

つ
ど
い
」
が
十
六
日
午
後

一
時
三
十
分
か
ら
伊
那
市

の
市
民
会
館
で
開
か
れ
る
。

入
場
は
無
料
。

昨
年
来
関
心
を
を
呼
ん

で
い
る

「
学
力
問
題
」
を

テ
ー
マ
に
、

「
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム

す
べ
て
の
子
ど
も

た
ち
の
学
力
向
上
の
た
め

に
」
と
題
し
て
学
力
問
題

に
詳
し
い
長
野
県
短
期
大

学

・
小
林
洋
文
教
授
と
元

中
学
校
教
諭

・
馬
島
直
樹

さ
ん
、
愛
知
県
で
東
大
合

格
者
数
第

一位
校

・
岡
崎

高
校
、
広
田
祥
治
教
諭
の

三
人
が
問
題
提
起
、
ま
た
、

高
校
生
、
大
学
生
、
父
母
、

教
員
が
意
見
発
表
す

る
。

高
校
生
の
発
表
は
伊
那
北

高
校
音
楽
部

(N
H
K
全

国
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

全
国
大
会
出
場
)
。
第
二

部
は
午
後
五
時
か
ら
総
合

福
祉

セ
ン
タ
ー
で
問
題
提

起
者
を
囲
ん
で
意
見
交
流

す
る
。
主
催
ゆ
き
と
ど
い
た
教

育
を
す
す
め
る
上
伊
那
実

行
委
員
会

(事
務
局

・
上

農
高
校
内
廿
76
-
3
3
8

7
)

連
帯
が

で
き
れ
ば
」
と
語

る
。

国 務 大 臣
防衛庁長官
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∨
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新日富那伊

【駒

ケ
根
】

一
第
十
八
回
伊
南
農
協
祭

・が

駒

ヶ
根
市
の
伊

南
農
協
本
所
構
内
を
主
会

場

に
開
か
れ
、
多
彩
な
催

し
を
目
当
て
に
訪
れ
た
大

勢

の
市
民
ら
で

一
日
中
に

ぎ
わ

っ
た
。
十
日
ま
で
。

今
年

の
開
催
テ
ー
マ
は

「
フ
レ
ッ
シ
ュ
伊
南

も

っ

　　

L　"1
憾ぎ㌻ ぺ、璽

ミ

献…念慮灘

を

で熟 
熟1

"

三
λ

畷
赫Q

撒

と
多
彩
に
さ
ら
に
豊
か
な

共
感
社
会
」
。

本
所
構
内
の
会
場
で
は
、

八
施
設
を

フ
ル
に
活
用
し

て
各
種
展
示

・
バ
ザ

ー
、

お
ど
り
発
表
会
、
宝
投
げ
、

も
ち

つ
き
大
会
な
ど
が
行

わ
れ
、
お
祭
り
気
分
を
盛

り
上
げ
た
。
ぎ

っ
し
り
三

詩ぷ』

鱗響、

 

☆
、
㍑

プ

、
倹
ぺ
藷

鮫三 び㌫'ご/叢 ㌻

縛管1ご
、ンε{ぼ㌻5い メ

_轟 鞠 罐
農産物七百点の品評会

戴蒸

 

へ

ぴづ

.
菜

v。
灘

十
張
り
設
け
ら
れ
た
テ
ン

ト
に
は
、
伊
南
地
域
の
特

産
品
な
ど
も
多
数
並
べ
ら

れ
、
安
価
で
販
売
さ
れ
た
。

ま
た
、
主
会
場
か
ら
や

や
離
れ
た
伊
南
農
協
体
育

館
で
開
い
た
第
十
三
回
生

活
部
会
大
会
に
も
大
勢

の

人
が
詰
め
か
け
、
看
護
用

品

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

な
ど
の
ユ
ニ
ー
ク
な
企
画

に
盛
ん
な
拍
手
を
送

っ
て

い
た
。
【箕
輪
】

一豊
か
な
農
業

・
住
み

よ
い
郷
土
、
育

て
よ
う
、

土
と
緑
と
連
帯
感
」
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
第
十
五

回
箕
輪
町
農
協
祭
が
、

同
農
協
本
所
で
開
幕
し

た
。
開
催
テ
ー
マ

一若
さ

と
協
同
そ
し
て
飛
躍
」
の

基
に
、
今
日
十
日
ま
で
行

わ
れ
て
い
る
。
十
日
は
午

前
八
時
三
十
分
か
ら
、
二

十

一
世
紀
を
展
望
し
た
農

業
振
興
展
な
ど
即
売
会
、

子
供
向
け
イ
ベ
ン
ト
な
ど

一
=

=

=

一
=

一
=

=

=

=

=

=

=

=

一
=

=

=

=
一
=

=

一=

一
=

一
=
=

=
=

=
=

一
=

一
=

=
一
=

=

一
=

ニ

一
=

=

一
=

=

=
一
=

文
化
祭
バ
ザ
ー
売
上
げ

‡

【箕
輪
】

町
民
文
化
祭
初
日
に
行

わ
れ
た
、
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
有
志
に
よ
る
手
芸
品
バ

(第三種郵便物認可)

、ご,現 錘

■晶
祉
基

金

に

と
寄

付

費域

・
欝

ザ
ー
の
売
上
金
四
万
六
千

円
が
、

、

町
役
場
で
井

沢
町
長
に
手
渡
さ
れ
た
。

メ

φ

響

ぷ;'
鵬 ∀螂i∵1

纏

灘 」
咋

べ
　行・
/
㌶

ぷ
㌣

㌧
{

'

曝難
　　

㍍

膿

睦鷲

社会福祉にと手芸晶の売上げを寄付

寄
付

に
訪
れ
た
の
は
、

町
社
‥協
の
個
人ハボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
登
録
し
活
動
し
て
い

る
倉
田
十
四
子
さ
ん

(木

下

)
浦
野
ち

ゑ
子
さ
ん

(木
下
)
白
鳥
雅
子
さ
ん

(富
田
)
の
三
人
。
寄
付

金

の
基
と
な

っ
た
手
芸
品

は
、
自
作

の
ペ
ー
パ
ー
フ

ラ
ワ
ー
、
水
引
細
工
な
ど

約
八
十
点
。
文
化
祭
で
は
、

同
体
育
館
入
口
付
近
に
売

り
場
を
設
け
、
社
会
福
祉

基
金
づ
く
り
に
協
力
し
て

く
だ
さ
い
ー
と
、
来
場
者

に
協
力
が
呼
び
か
け
ら
れ

た
。
見
事
な
作
品
に
人
気

は
高
く
、
三
百
円
か
ら
二

千
円
ま
で
値
付
け
さ
れ
た

作
品
は
、
短
時
間
の
う
ち

に
完
売
と
な

っ
た
。
寄
付

金
は
、
町
で
行

っ
て
い
る

福
祉
基
金
と
し
て
、
積
み

立
て
ら
れ
る
。

倉
田
さ
ん
ら
は
、
昨
年

行
わ
れ
た

「
ふ
れ
あ
い
広

場
」
で
も
同
様
の
バ
ザ
ー

を
行
い
、
日
常
の
活
動

の

な
か
で
は
、
独
り
暮
し
老

生活部会大会の 「看護用品ファッションショー

 

会
場
い

っ
ぱ
い
に
、
多
彩

な
行
事
が
行
わ
れ
る
。

展
示
会
の
農
業
展
は
、

こ
の

一
年
に
町
内
で
実

っ

た
農
産
物
五
百
十
五
点

の

展
示
と
即
売
が
行
わ
れ
た
。

町
内

一
の
味
覚
を
求
め
て
、

金
賞
、
銀
賞
な
ど
鑑
定
さ

れ
た
農
産
物
に
、
開
幕
と

同
時
に
来
場
者
が
殺
到
し
、

賑
や
か
な
開
銀
で
⊆
な
っ
た
。

初
日
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン

ト
、
ヤ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル

「
ド
ラ
ム
&
ブ
ラ
でノ

ン
」
が
上
農
高
校
太
鼓
連

と
弥
生

ヶ
丘
高
校
吹
奏
楽

部
に
よ
り
、
午
後
か
ら
農

協
祭
広
場

で
公
演
さ
れ
、

来
場
者
は
勇
壮
な
太
鼓
の

響
き
と
、
壮
麗
な
管
楽
の

リ
ズ
ム
に
聞
き
入

っ
た
。

屋
外
の
設
け
ら
れ
た
テ

ン
ト
村
は
、

一大
商
店
街

と
化
し
多
く
の
買
い
物
客

が
訪
れ
、
同
農
協
周
辺
は

両
手
に
大
き
な
買
い
物
袋

を
下
げ
た
家
族
連
れ
な
ど

が
多
く
見
ら
れ
た
。
子
供

ら
に
ブ
ー
ム
の
F
3

レ
ー

シ
ン
グ
カ
ー
の
展
示
が
農

協
祭
広
場

で
行
わ
れ
て
い

る
が
、
半
日
で
学
校
を
終

え
た
小
学
生
ら
が
押
し
寄

せ
、
周
辺
で
は
レ
ー
ス
談

義
が
持
ち
上
が
っ
て
い
た
。

懸《
.

 、欝

緩

"

髪

 

『～

＼
㍉

〉 、 、

農家の秀作515点 が並ぶ農業展会場

ヌ シシ

塾 俄 、 し∨ ＼筆～、
'・ ・ 醜y。 鰹.

「ドラム&プ ラバ ン」が 来場者 を魅了ヤングフ ェス

 

館
内

で
は
、
町
内
の
絵

一画
サ
ー
ク
ル

「
ア
カ
シ
ア
」

・に
よ
り
ミ
ニ
美
術
館
が
開

設
。
小
中
学
生
の
作
品
展

と
各
賞
の
発
表
。
暮
ら
し

の
作
品
展
で
は
、
婦
人
部

な
ど
に
よ
る
ア
イ
デ
ア
作

品
な
ど
か
展
示
さ
れ
、
町

の
文
化
祭
パ
ー
ト
2
と
言
っ

た
と
こ
ろ
。
来
訪
者

は
、

友
人
知
人
な
ど
の
作
品
を

見

つ
け
て
は
、
話
を
弾
ま

せ
て
い
た
。

来
場
に
つ
い
て
同
農
協

で
は
、
駐
車
場
が
少
な
い

の
で
各
地
区
巡
回
の
無
料

「農
協
祭
専
用
バ
ス
」
を

利
用
し
て
ー
と
し
て
い
る
。

§塾

㌔

 

蔑

』

醸
"残

＼＼

㍗ で
承

 

人
気
の

"
や
ま
か
た
漬
"

人気は上々 「中央アルプスやまかた漬」

 

ヤ
マ
ウ
ド
生
産
組
合
が
試
食
販
売

【駒
ケ
根
】

駒
ヶ
根
市
の
伊
南
農
協

本
所
構
内
で
こ
の
ほ
ど

開
か
れ
て
い
る
第
十
八

回
伊
南
農
協
祭
に
は
、
伊

南
特
産
品
の
展
示
や
試
食

販
売
を
行
う
テ
ン
ト
が
数

多
く
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
の
中
の

一
つ
に
、
中
割

や
福
岡
の
十
二
人

で
組
織

す
る
ヤ
マ
ウ
ド
生
産
組
合

=
=
一=
一=
=
一=
=
=
ニ
=
=
一=
=
=
=
=
=
=
=
一=
一=
=
=
=
=
一二
=
一=
=
一=
=
=
=
二
一=
=
=
=
=
=
=
=
=
一=
=
=
=
=
=
=
=
=
一=
=
一=
=
一

人
な
と
を
訪
問
す
る
際
に
、

季
節
折
々
の
作
品
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
て
喜
ば
れ
て
い

る
。

スケー トリンク場作 り

中沢小のPTAと 教師

 

【駒

ケ
根
】

駒
ヶ
根
市
中
沢
小
学
校

の
P
T
A
と
教
師
ら
十
五

人
は
九
日
、
子
供
た
ち
が

寒
い
冬
に
負
け
な
い
よ
う
、

ス
ケ
ー
ト
で
強
い
精
神
力

と
身
体
を
鍛
え
て
も
ら
い

た
い
と
、

ス
ケ
ー
ト
リ
ン

ク
場
作
り
を
行

っ
た
。

リ

ン
ク
は
百

々
目
木

(ど
ど
め
き
)
川
か
ら
水

を
引
い
た
校
庭
に
水
を
張

り
凍
ら
せ
て
作
る
が
る
が
、

シ
ャ
ベ
ル
な
ど
持
ち
寄

っ

た
父
兄
達
は
、
川
か
ら
の

取
入
口
を
開
け
、
水

の
流

一れ
が
良
く
な
る
よ
う
に
と
、

パ
ネ
ル
の
埋
め
込
み
作
業

な
ど
を
行

っ
た
。

伊
那
文
化
会
館
の
予
定

・

◇
大
ホ
ー
ル

:
;
き
ご

㌢

薮

籔

・

▽
13
日
目
氏
文
連

・
民

主
音
楽
協
会
▽
17
日
11
八

十
二
銀
行
記
念
式
典

・
㈱

八
十
二
銀
行
伊
那
支
店
▽

24
日
11
伊
那
市
民
吹
奏
楽

団
第
14
回
定
期
演
奏
会

・

伊
那
市
民
吹
奏
楽
団

◇
小
ホ
ー
ル
▽
16
日
1ー
ピ
ア

ノ
発
表
A
云
・
橋
…本
ピ

ア
ノ

教
室
▽
17
日
目
八
十
二
銀

行
作
品
発
表
会

・
㈱
八
十

二
銀
行
伊
那
支
店
▽
23

・

24
日
1ー
ヤ
マ
ハ
音
楽
教
室

ピ
ア
ノ
発
表
会

・
伊
那
楽

器
店◇
美
術
展
示
ホ
ー
ル

▽
第
7
回
上
伊
那
郡
工
芸

展

・
上
伊
那
工
芸
会
▽
第

16
回
長
…置

現

代
書
道
展
・

長
野
県
現
代
書
道
展
運
営

委
員
会
▽
21
～
24
日
目
舜

鳳
会
作
品
発
表
会

・
舜
鳳

会
伊
那
教
室
▽
27
～
30
日
目

誘
会
日
本
画
展

・議

会

㈱
長

野
毎

日
新
聞
社

伊
那
毎
日
新
聞
事
業
部
へ
72中沢小学校スケー トリンク作り

(小
川
『
次
組
合
長
)
の

コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
。

「
市
特
産
品
を
め
ざ
す

,
中
央

ア
ル
プ
ス
や
ま
か

た
漬
」
と
書
か
れ
た
旗
を

掲
げ
た
テ
ン
ト
に
は
、
同

組
合
が

「市
の
特
産
品
に
」

と
生
産
加
工
の
研
究
に
取

り
組
ん
で
き
た
ヤ
マ
ウ
ド

の
タ
マ
リ
漬
け
が
並
べ
ら

れ
、
試
食
販
売
さ
れ
て
い

る
。お
い
し
そ
う
な
色
に
漬

け
あ
が

っ
た
ヤ
マ
ウ
ド
は
、

百
五
十
ク
口
入
り

(
ス
ラ

イ
ス
)

三
百
円
、

二
百

ク
○
入
り
五
百
円
。

小
川
組
合
長
は

「市
内

の
催
物
会
場
で
販
売
す
る

の
は
こ
れ
が
初
め
て
。
評

判
は
い
い
よ
う
だ
」
と
笑

顔
を
見
せ
な
が
ら
、
今
後

粕
漬
け
や
ヤ
マ
ウ
ド
以
外

の
農
産
物
加
工
に
も
取
り

組
む
意
欲
を
示
し
て
い
る
。

同
組
合

長
に
よ
る

と

「や
ま
か
た
」
は

「山
村
」

の
方
言
と
の
こ
と
。

水
田
転
作
奨
励
品
と
し

て
栽
培
さ
れ
て
き
た
ヤ
マ

ウ
ド
は
こ
れ
ま
で
、
冬
期

間

ハ
ウ
ス
に
移
し
て
促
成

栽
培
し
、
二
月
か
ら
三
月

に
か
け
て
無
加
工
で
出
荷

し
て
き
た
が
、

コ
ス
ト
が

高
く
割
に
合
わ
な
か

っ
た
。

そ
れ
だ
け
に
同
組
合
の
進

め
る
特
産
品
化
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。

駒
ヶ
根
市
の
3
会
場
で
開
く

県
美
術
教
育
研
究
大
会
、

【新

・
根
】

長
野
ぷ
美
術
教
育
研
究

会
主
催
ジ
第
四
十
五
回
長

野
県
美
ぷ
教
育
研
究
大
会

上
伊
那

.駒

ヶ
根
)
大
会

が

駒

ケ
根
市
の
赤

穂
南
幼
竃
園
、
赤
穂
東
小

学
校
、
∴
穂
中
学
校
の
三

会
場
で
叉
か
れ
た
。

同
大
☆
は
、
県
内
の
美

術
担
当
教
師
や
保
母
ら
を

対
象
に
し
て
美
術
教
育
振

興
の
た
〉
毎
年
開
か
れ
て

い
る
も
(
で
、
会
場
は
持

ち
回
り
こ
な

っ
て
い
る
。

今
回

の
㌘
加
者
は
約
三
百

人
。大
会
三
i
マ
は
、

「自

分
ら
し
三
・を
求
め
て
本
気

で
と
り
ぼ
む
造
形
活
動
ー

こ
ど
も
ち
造
形
意
欲
を
ゆ

さ
ぶ
る
な
め
の
教
材
化
と

教
師
の
㌍
へ劃
一
」
。

大
会
一、・は
、
幼
稚
園
、

小
学
校
、
中
学
校
で
の
各

公
開
研
究
授
業
、
全
体
会

な
ど
に
引
き
続
き
、
愛
知

県
立
芸
警
大
学

の
川
上
實

教
授
に
よ
る
記
念
講
演
が

行
わ
れ
た
..

赤
穂
市
学
校
を
会
場
と

し
た
中
学
校
の
研
究
授
業

は

「自
ら
表
現
課
題
を

っ

か
み
粘
り
強
く
追
求
し
個

性
豊
か
に
表
現
さ
せ
る
た

め

の
指
導
は
ど
う
あ

っ
た

ら
よ
い
か
」
を
研
究
テ
ー

マ
に
、
中
学
二
年
生
の
版

画
の
公
開
授
業
が
行
わ
れ

た
。
四
人
ず
つ
一
組
に
な
?

た
生
徒
達
は
伊
藤
久
志
教

諭

の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

い
つ
も
と
は
違
う
雰
囲
気

に
緊
張
し
た
表
情

で
墨
入

れ
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

全

国

大

会

で

活

躍

児
童

・
生
徒

の

表

彰

県
教
委
は
、
全
国
規
模

の
大
会
、

コ
ン
ク
ー
ル
で

入
賞
し
た
児
童

・
生
徒
の

今
年
度
第

一
回
表
彰
者
を

発
表
し
た
。

関
係
分
は
次
の
と
お
り
。

◇
学
芸

・
文
化
部
門
▽

竹
松
映
子
、
埋
橋
英
美
子
、

小
林
智
美

、
小

牧
久
美

(と
も
に
、
伊
那
北
高
校

将
棋
部
)
、
伊
那
北
高
校

将
棋
部
◇
体
育
部
門
▽
全
国
高

校
大
会

・
国
体
等

‖
木
下

進

一
(伊
那
北
高

・
フ

ェ

ン
シ
ン
グ
)

■
鼎

一

国 務 大 臣
防衛庁長官
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